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す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

自
由
で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に

つ
い
て
平
等
で
あ
る
。
人
間
は
、
理
性
と

良
心
と
を
授
け
ら
れ
て
お
り
、
互
い
に
同
胞
の

精
神
を
も
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

―
―
―  

世
界
人
権
宣
言
　第
一
条  

―
―
―

第
三
〇
回

　全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
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【
式
次
第
】

第
一
部	

●
開

　会

	

●
主
催
者
あ
い
さ
つ

	

●
賞
状
授
与

	
	

内
閣
総
理
大
臣
賞
、
法
務
大
臣
賞
、

	
	

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
、
法
務
副
大
臣
賞
、

	
	

法
務
大
臣
政
務
官
賞
、

	
	

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
賞
、

	
	

社
団
法
人
日
本
新
聞
協
会
会
長
賞
、

	
	

日
本
放
送
協
会
会
長
賞
（
以
上
、
各
一
名
）、

	
	

法
務
事
務
次
官
賞
（
三
名
）
　計
一
一
名

	

●
学
校
へ
の
感
謝
状
贈
呈

	

●
高
円
宮
妃
殿
下
お
こ
と
ば

	

●
来
賓
祝
辞

第
二
部	

●
各
受
賞
作
文
の
朗
読

	
	

内
閣
総
理
大
臣
賞
、
法
務
大
臣
賞
、

	
	

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

	
	

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
賞
、

	
	

社
団
法
人
日
本
新
聞
協
会
会
長
賞
、

	
	

日
本
放
送
協
会
会
長
賞

	

●
講

　評

	
	

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
中
央
大
会
審
査
員

	
	

　山
田
洋
次
氏

	
	

　落
合
恵
子
氏
（
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
形
式
）

第
三
部	

●
新
垣
勉
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト

	

●
閉

　会 平
成
二
二
年
一
二
月
一
八
日（
土
）

午
後
一
時
三
〇
分
〜
三
時
五
〇
分

於
：
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル



第
30

回
全

国
中

学
生

人
権

作
文

コ
ン

テ
ス

ト
中

央
大

会
表

彰
式

平
成

22
年

12
月

18
日

（
土

）　
於

：
ニ

ッ
シ

ョ
ー

ホ
ー

ル
（

東
京

都
港

区
）

平
成

22
年

度
は

、
本

コ
ン

テ
ス

ト
が

第
30

回
目

と
い

う
記

念
す

べ
き

年
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
高

円
宮

妃
殿

下
御

臨
席

の
下

、
多

く
の

皆
さ

ま
に

お
集

ま
り

い
た

だ
き

、
中

央
大

会
表

彰
式

が
開

催
さ

れ
ま

し
た

。
２

列
目

左
か

ら
 ：

 小
川

秘
書

課
長

、
大

野
法

務
事

務
次

官
、

山
田

洋
次

審
査

員
、

林
里

咲
さ

ん
（

法
務

事
務

次
官

賞
）、

井
上

由
紀

子
さ

ん
（

法
務

副
大

臣
賞

）、
大

田
葵

さ
ん

（
法

務
大

臣
政

務
官

賞
）、

浦
谷

毅
さ

ん
（

法
務

事
務

次
官

賞
）、

小
川

法
務

副
大

臣
、

井
人

権
擁

護
局

長
前

　
列

左
か

ら
：

社
団

法
人

日
本

新
聞

協
会

川
嶋

事
務

局
長

、
金

森
文

部
科

学
審

議
官

、
守

田
幸

平
さ

ん
（

法
務

事
務

次
官

賞
）、

久
米

一
輝

さ
ん

（
社

団
法

人
日

本
新

聞
協

会
会

長
賞

）、
ロ

ー
リ

ン
ズ

リ
コ

さ
ん

（
文

部
科

学
大

臣
奨

励
賞

）、
江

川
麻

理
香

さ
ん

（
内

閣
総

理
大

臣
賞

）、
高

円
宮

妃
殿

下
、

辻
本

桃
佳

さ
ん

（
法

務
大

臣
賞

）、
大

井
海

琴
さ

ん
（

全
国

人
権

擁
護

委
員

連
合

会
長

賞
）、

櫻
田

要
太

さ
ん

（
日

本
放

送
協

会
会

長
賞

）、
仙

谷
内

閣
官

房
長

官
兼

法
務

大
臣

、
中

村
全

国
人

権
擁

護
委

員
連

合
会

長
、

日
本

放
送

協
会

南
解

説
委

員



高円宮妃殿下おことば

仙谷法務大臣あいさつ



仙谷内閣官房長官兼法務大臣から内閣総理大臣賞の表彰を受ける江川麻理香さん

山田洋次審査員と記念撮影をする受賞者の皆さん



新垣勉さんによるコンサート

中央大会審査会の様子



第
三
〇
回

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
文
集

法
務
省
人
権
擁
護
局

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会



　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動
の
一
環
と

し
て
、
昭
和
五
六
年
度
か
ら
「
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
次
代
を
担
う
中
学
生
が
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
作
文
を
書
く
こ
と
に
よ
り
、
人
権
尊
重

の
重
要
性
、
必
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
平
成
二
二
年
度
は
、
本
コ
ン
テ
ス
ト
が
第
三
〇
回
目
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で

あ
る
こ
と
か
ら
、平
成
二
二
年
一
二
月
一
八
日
、高
円
宮
妃
殿
下
御
臨
席
の
下
、東
京
都
港
区
に
あ
る
ニ
ッ
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
中
央
大
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
各
都
道
府
県
単
位
（
北
海
道
に
つ
い
て
は
、
札
幌
法
務
局
及
び
函
館
、
旭
川
、
釧
路
の
各
地
方
法

務
局
単
位
）
に
実
施
さ
れ
た
地
方
大
会
に
、
六
、三
一
一
校
の
中
学
校
か
ら
過
去
最
高
と
な
る
八
八
万
七
、〇
一
二

編
に
も
及
ぶ
多
数
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
中
央
大
会
に
は
、
地
方
大
会
の
審
査
を
経
た
代
表
作
品
九
二
編
が
推
薦

さ
れ
ま
し
た
。

は
し
が
き

入賞作文集　2
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こ
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
応
募
作
品
は
、
い
ず
れ
も
中
学
生
ら
し
い
感
性
に
富
み
、
純
粋
な
感
覚
で
人
権
問

題
を
捉
え
た
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
応
募
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
真
摯
な
姿
勢
に
は
心
を
打
た
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
こ
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
輪
が
国
際
的
に
も
広
が
り
、
海
外
の
香
港
日
本
人
学
校
中
学
部

か
ら
も
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
海
外
か
ら
の
応
募
作
品
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
、
本
選
へ
の
応
募
と
は

な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
中
か
ら
、
代
表
作
品
と
し
て
一
作
品
を
御
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
作
文
集
を
よ
り
多
く
の
方
々
に
御
愛
読
い
た
だ
き
、
人
権
尊
重
の
輪
が
更
に
大
き
く
広
が
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　

終
わ
り
に
、
こ
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
に
当
た
り
、
多
大
な
御
尽
力
を
い
た
だ
い
た
全
国
各
地
の
教
育
委

員
会
、
中
学
校
等
関
係
各
方
面
の
皆
さ
ま
方
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
三
年
二
月

法
務
省
人
権
擁
護
局

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

3　第30回全国中学生人権作文コンテスト

はしがき



　【
審
査
講
評
】	

	

６

　【
入
賞
作
文
】

内
閣
総
理
大
臣
賞

　「
身
近
で
無
意
識
な
人
権
侵
害
」	

佐
賀
県
・
佐
賀
市
立
東
与
賀
中
学
校
三
年	

江え

川が
わ

　
麻ま

理り

香か	

10

法
務
大
臣
賞

　
少
し
ず
つ
…
一
歩
ず
つ
…			

兵
庫
県
・
篠
山
市
立
西
紀
中
学
校
三
年
　
辻つ
じ

本も
と

　
桃も
も

佳か	

14

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

　「
差
別
の
な
い
世
界
へ
」	
福
島
県
・
福
島
市
立
渡
利
中
学
校
一
年
　
ロ
ー
リ
ン
ズ
　
リ
コ	

18

法
務
副
大
臣
賞

　
私
の
大
好
き
な
ふ
る
里	

熊
本
県
・
熊
本
県
立
八
代
中
学
校
一
年
　
井い
の

上う
え

　
由ゆ

紀き

子こ	

22

法
務
大
臣
政
務
官
賞

　「
家
族
」
と
は
何
か	

栃
木
県
・
さ
く
ら
市
立
喜
連
川
中
学
校
三
年
　
大お
お

田た

　
葵あ
お
い	

26

目
　
　
次

入賞作文集　4
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全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
賞

　
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と	

群
馬
県
・
群
馬
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
三
年
　
大お
お

井い

　
海み

琴こ
と	

30

社
団
法
人
日
本
新
聞
協
会
会
長
賞

　
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と	

埼
玉
県
・
学
校
法
人
立
教
学
院
立
教
新
座
中
学
校
一
年
　
久く

米め

　
一か
ず

輝き	

34

日
本
放
送
協
会
会
長
賞

　
悔
い
の
な
い
最
期
を	

山
形
県
・
酒
田
市
立
松
山
中
学
校
三
年
　
櫻さ
く
ら
だ田

　
要か
な

太た	

38

法
務
事
務
次
官
賞

　
差
別
の
な
い
社
会
に
（
パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
）

	

東
京
都
・
小
平
市
立
小
平
第
六
中
学
校
三
年
　
林は
や
し　
里り

咲さ	

42

　
祖
父
へ
の
靴
下	
静
岡
県
・
静
岡
大
学
教
育
学
部
附
属
浜
松
中
学
校
三
年
　
守も
り

田た

　
幸こ
う

平へ
い	

46

　
い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に
、
今	

徳
島
県
・
三
好
市
立
池
田
中
学
校
三
年
　
浦う
ら

谷た
に

　
毅た
け
る	

50

　【
海
外
作
品
】

　
国
境
を
こ
え
て	

香
港
日
本
人
学
校
中
学
部
二
年
　
村む
ら

瀬せ

　
広ひ
ろ

高た
か	

54
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審
査
講
評

落
合
　
恵
子

「
時
代
の
ペ
ー
ジ
を
、
ひ
ら
く
」

　

二
〇
一
〇
年
の
年
の
暮
れ
に
、
こ
の
講
評
を
書
い
て
い
る
。

　

資
料
な
ど
紙
類
の
最
後
の
収
集
は
い
つ
だ
っ
た
？　

明
日
？　

明
後
日
？　

分
別
ゴ
ミ
の
収
集
日
を
確
認
し
な

が
ら
、
そ
の
前
に
、
新
聞
な
ど
の
連
載
の
仕
上
げ
が
い
つ
ま
で
？　

と
年
始
休
休
が
入
る
こ
の
時
期
は
、
な
に
か

と
気
ぜ
わ
し
い
。

　

気
分
、
前
の
め
り
状
態
な
の
だ
が
、
わ
た
し
た
ち
の
多
く
は
、
ゴ
ミ
は
出
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
で
落
着
。
わ

た
し
の
原
稿
も
、
担
当
の
か
た
に
メ
ー
ル
で
送
っ
て
し
ま
え
ば
、
終
わ
り
で
あ
る
。

　

け
れ
ど
、
そ
の
向
こ
う
側
に
は
、
こ
の
寒
空
（
今
朝
は
特
に
寒
さ
が
厳
し
い
）
の
も
と
、
わ
た
し
た
ち
が
出
し

た
も
の
を
集
め
る
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
か
た
が
た
が
い
る
。
わ
た
し
た
ち
が
書
い
た
も
の
を
印
刷
し
て
く
れ
る
か

た
が
た
も
い
る
…
…
。

入賞作文集　6
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こ
う
し
て
、
ひ
と
と
ひ
と
は
、
ひ
と
と
暮
ら
し
は
有
機
的
に
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
と
改
め
て
思
う
の
も
、
年
の

暮
れ
だ
か
ら
な
の
か
。
い
や
、
人
権
に
つ
い
て
の
素
晴
ら
し
い
姿
勢
と
視
点
に
溢
れ
た
「
あ
な
た
」
の
作
品
を
今

朝
も
う
一
度
読
み
返
し
た
せ
い
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

第
三
〇
回
を
迎
え
た
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
。
全
国
（
今
回
は
海
外
か
ら
の
作
品
も
あ
っ
た
が
）

の
中
学
生
の
、
四
人
に
ひ
と
り
は
こ
の
作
文
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
、
と
う
か
が
っ
た
。

　

す
ご
い
こ
と
だ
。
嬉
し
い
こ
と
だ
。
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
、
と
心
が
震
え
る
。

　

た
と
え
ば
い
ま
、
大
人
た
ち
に
人
権
に
関
す
る
作
文
を
書
い
て
く
だ
さ
い
、
と
言
っ
て
、
ど
れ
ほ
ど
の
ひ
と
が

賛
同
し
、
実
際
に
書
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
考
え
る
こ
と
と
、
実
行
す
る
こ
と
の
間
に
は
深
い
溝
が
あ
る
。

　

そ
れ
も
、
こ
れ
ほ
ど
瑞
々
し
い
感
受
性
と
論
理
性
に
裏
打
ち
さ
れ
た
作
品
を
で
あ
る
。

　

毎
回
書
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
こ
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
に
選
考
委
員
の
ひ
と
り
と
し
て
加
わ
る
唯
一

の
苦
し
み
は
、
応
募
作
品
に
順
位
を
つ
け
る
こ
と
に
あ
る
。

　

ど
れ
も
が
キ
ラ
リ
と
光
る
芽
を
持
っ
た
作
品
に
、
い
っ
た
い
順
位
を
つ
け
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
。
読
み
手
で

あ
り
、
選
考
す
る
側
の
、
わ
た
し
た
ち
大
人
の
「
人
権
意
識
」
が
、
あ
る
意
味
、
試
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
緊
張
が

い
つ
も
あ
る
。

　

何
度
も
何
度
も
読
み
返
し
、
そ
れ
で
も
迷
う
こ
と
が
あ
る
こ
と
も
告
白
し
て
お
こ
う
。

　

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
江
川
麻
理
香
さ
ん
の
『
身
近
で
無
意
識
な
人
権
侵
害
』。

　

入
院
先
で
出
会
っ
た
ひ
と
か
ら
聞
い
た
、
悪
意
不
在
の
、
け
れ
ど
「
も
う
ひ
と
つ
の
差
別
」。

目
が
不
自
由
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の
よ
う
に
「
扱
わ
れ
る
こ
と
」
へ
の
、
居
心
地
の
悪
さ
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に
つ
い
て
、
そ
う
い
っ
た
傾
向
が
わ
た
し
た
ち
の
内
に
も
な
い
か
を
問
い
返
し
た
優
れ
た
作
品
で

あ
る
。

　

そ
れ
は
、「
さ
れ
る
側
」
か
ら
の
柔
ら
か
な
異
議
申
し
立
て
で
あ
り
、
問
題
提
起
で
も
あ
る
。

認
知
症
の
母
を
自
宅
で
介
護
し
て
い
た
お
よ
そ
七
年
間
。
わ
た
し
も
病
院
な
ど
で
母
に
か
け
ら
れ

る
言
葉
が
と
て
も
気
に
な
っ
た
。
言
葉
の
多
く
が
、
幼
児
へ
の
そ
れ
に
似
て
い
て
、「
優
し
く
接
す
る
こ
と
」
が
、

幼
児
言
葉
で
あ
る
、
と
い
う
習
慣
の
よ
う
な
も
の
は
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
に
あ
る
。

ひ
と
と
し
て
親
切
で
あ
る
こ
と
と
、
相
手
に
対
す
る
想
像
力
を
働
か
せ
る
こ
と
と
、
幼
児
に
向
け
て
の
よ
う
な
言

葉
を
使
う
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
別
な
こ
と
な
の
だ
が
。

　

悪
意
不
在
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
か
え
っ
て
問
題
提
起
し
に
く
い
テ
ー
マ
を
、
江
川
さ
ん
は
見
事
に
拓
い
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
。

　

辻
本
桃
佳
さ
ん
の
作
品
。
目
の
不
自
由
な
お
父
様
が
、
あ
る
日
、
電
車
の
中
で
出
会
っ
た
こ
と
を
通
し
て
、「
個

人
的
な
体
験
」
を
普
遍
的
な
テ
ー
マ
に
広
げ
、
深
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
作
品
だ
。

　

人
種
と
「
見
た
目
」
の
違
い
を
テ
ー
マ
に
し
た
ロ
ー
リ
ン
ズ 

リ
コ
さ
ん
の
作
品
。
水
俣
と
い
う
愛
す
る
郷
里

の
酸
鼻
な
歴
史
と
、そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
差
別
と
偏
見
に
つ
い
て
丁
寧
に
描
い
た
井
上
由
紀
子
さ
ん
。事
情
が
あ
っ

て
、家
族
と
は
離
れ
て
暮
ら
す
大
田
葵
さ
ん
が
今
考
え
る
、拓
か
れ
た
『
家
族
』
と
は
。
か
つ
て
、偶
然
に
出
会
っ

た
ひ
と
た
ち
が
、
偶
然
を
必
然
に
変
え
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

新
し
い
結
縁
の
家
族
を
作
っ
て
い
く
小
説
を
書
い
た
わ
た
し
に
は
、
特

に
心
に
響
く
作
品
だ
っ
た
。

　

文
字
数
の
関
係
で
す
べ
て
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
心
に
響
く
作
品
た
ち
を
読
ん
で
い
る
間
は
、
さ
さ
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や
か
な
が
ら
人
権
の
活
動
を
し
て
き
た
「
か
つ
て
の
中
学
生
の
ひ
と
り
」
と
し
て
、
と
て
も
充
た
さ
れ
た
思
い
の

中
に
い
た
。

　

あ
り
が
と
う
！
と
心
か
ら
「
あ
な
た
」
に
お
伝
え
し
た
い
。

　

そ
し
て
、
若
い
季
節
に
人
権
を
自
分
に
引
き
寄
せ
、
こ
う
し
て
作
品
に
ま
と
め
あ
げ
た
体
験
は
「
あ
な
た
」
に

準
備
さ
れ
て
い
る
た
く
さ
ん
の
明
日
に
光
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
は
ず
…
…
と
書
い
て
、
ふ
っ
と
思
う
。
自
分
の

暮
ら
し
の
核
に
人
権
を
置
く
こ
と
は
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、
あ
る
意
味
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
込

む
こ
と
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。
そ
れ
は
、
気
づ
い
て
し
ま
う
ス
ト
レ
ス
で
も
あ
る
。
社
会
に
は
ま
だ
ま

だ
差
別
が
あ
る
。
人
権
に
つ
い
て
セ
ン
シ
テ
ィ
ヴ
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
れ
に
気
づ
き
、
失
望
し
、
傷
つ
く
こ

と
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
は
ず
だ
。

　

そ
れ
で
も
、
と
わ
た
し
は
「
あ
な
た
」
に
お
伝
え
し
た
い
。
気
づ
か
な
い
人
生
よ
り
も
、
気
づ
く
人
生
、
そ
し

て
気
づ
い
た
こ
と
を
少
し
で
も
「
拓
い
て
い
く
」
人
生
の
ほ
う
が
、
容
易
で
は
な
い
が
、
は
る
か
に
充
実
し
て
い

る
は
ず
だ
、
と
。

　

オ
ー
デ
ィ
オ
セ
ッ
ト
か
ら
、
大
好
き
な
ク
リ
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
と
メ
グ
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
曲
が
流
れ
て

い
る
。
♪
…
…
…
わ
た
し
た
ち
は
新
し
い
時
代
を
作
る
た
め
、
新
し
い
ペ
ー
ジ
を
開
く
た
め
に
時
代
の
ス
テ
ー
ジ

に
い
ま
登
っ
た
と
こ
ろ
だ
、
と
。
ふ
た
り
と
も
歌
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
で
人
権
の
活
動
を
し
て
い

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
。
海
の
こ
っ
ち
側
の
わ
た
し
た
ち
も
、
い
ま
新
し
い
時
代
の
ペ
ー
ジ
を

開
く
時
、
そ
の
ス
テ
ー
ジ
の
上
に
い
る
。
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内
閣
総
理
大
臣
賞

　

私
が
入
院
し
た
時
、
眼
科
や
外
科
、
内
科
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
病
状
の
患
者
さ
ん
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
。
仕
事

で
足
を
骨
折
し
た
人
、
胃
を
悪
く
し
て
入
院
し
た
人
、
目
の
手
術
を
受
け
た
人
な
ど
、
年
齢
や
性
別
、
職
業
も
様
々

で
、
ふ
だ
ん
あ
ま
り
接
す
る
こ
と
の
な
い
人
た
ち
と
話
す
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
病
気
や
ケ
ガ
の
苦
労
話
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
世
代
の
違
う
人
た
ち
の
話
は
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
。「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
そ
の
中

の
一
人
の
患
者
さ
ん
の
こ
と
が
頭
に
浮
か
ん
だ
。

　

人
権
侵
害
と
は
、
障
害
者
や
お
年
寄
り
な
ど
、
立
場
の
弱
い
人
た
ち
に
対
す
る
差
別
や
、
悪
意
の
あ
る
偏
見
か

ら
く
る
も
の
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
た
と
え
善
意
で
あ
っ
て
も
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
人
権
の
侵

害
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

目
の
手
術
を
受
け
た
そ
の
人
は
、
母
と
同
年
代
ぐ
ら
い
の
女
の
人
だ
っ
た
。
目
が
不
自
由
な
こ
と
で
、
周
り
の

江え

川が
わ

　
麻ま

理り

香か

佐
賀
県
・
佐
賀
市
立
東
与
賀
中
学
校
　
三
年

「
身
近
で
無
意
識
な
人
権
侵
害
」
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人
た
ち
が
と
て
も
よ
く
し
て
く
れ
る
の
は
い
い
が
、
そ
の
た
め
に
困
っ
た
り
悲
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
も
あ
る
と

い
う
の
だ
っ
た
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
人
に
優
し
く
親
切
に
す
る
こ
と
は
、
い
わ
ば
常
識
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
た
だ
け
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
困
っ
た
時
に
手
を
貸
し
て
く
れ
る
と
い
う
の
に
、
悲
し
い

思
い
を
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
私
た
ち
が
親
切
の
つ
も
り
で
や
っ
て
い
る
こ
と
が
迷
惑
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
お
年
寄
り
や
障
害
者
を
い
た
わ
る
の
は
当
た
り
前
で
あ
り
、
そ
れ
は
感
謝
さ
れ
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
迷
惑
に
思
う
な
ど
と
は
筋
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
人
の
立
場
か
ら
見

れ
ば
、
好
意
の
つ
も
り
で
も
、
ま
る
で
小
さ
な
子
ど
も
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
り
、
こ
れ
は
危
険
だ
か
ら
と
勝
手
に

予
測
さ
れ
て
遠
ざ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
と
、
自
分
の
意
思
と
は
関
係
な
く
何
で
も
先
回
り
さ
れ
て
し
ま
う
の
が

悲
し
い
の
だ
そ
う
だ
。
目
は
悪
く
と
も
、
自
分
は
子
ど
も
で
は
な
い
し
、
で
き
な
く
は
な
い
こ
と
に
ま
で
、
行
き

過
ぎ
た
親
切
に
ひ
ど
く
心
を
傷
つ
け
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
。
ま
た
、
相
手
が
よ
か
れ
と
思
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と

だ
け
に
、
そ
れ
を
断
ろ
う
も
の
な
ら
あ
か
ら
さ
ま
に
い
や
な
顔
を
さ
れ
た
り
、
急
に
態
度
を
変
え
ら
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
り
で
、
か
え
っ
て
気
を
遣
う
の
だ
そ
う
だ
。

　

私
は
は
っ
と
し
た
。
今
ま
で
手
を
貸
す
側
か
ら
見
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
逆
の
立
場
か
ら
考
え
た
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。
い
つ
の
間
に
か
、
相
手
よ
り
自
分
を
少
し
高
い
所
に
置
い
て
見
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
。
無
意
識
の
う
ち
に
相
手
の
こ
と
を
保
護
す
べ
き
弱
者
だ
と
し
て
見
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
。
私
は
今
、
中
学
生
だ
が
そ
れ
以
下
の
子
ど
も
扱
い
さ
れ
る
と
腹
が
立
つ
。
い
ち
い
ち
細
か
い

こ
と
ま
で
制
限
さ
れ
た
り
禁
止
さ
れ
た
り
す
れ
ば
、
確
か
に
い
い
気
持
ち
は
し
な
い
。
同
じ
よ
う

に
、
障
害
者
や
老
人
に
対
し
て
、
危
険
だ
何
だ
の
と
、
そ
の
人
が
で
き
る
こ
と
ま
で
を
も
禁
止
し
、
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ま
だ
こ
ぼ
し
て
も
い
な
い
湯
の
み
を
取
り
上
げ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

確
か
に
、
弱
者
を
い
た
わ
り
、
手
助
け
す
る
こ
と
は
、
人
と
し
て
当
然
で
あ
り
必
要
な
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
相
手
の
気
持
ち
や
状
況
を
考
え
ず
、
た
だ
一
方
的
に
押
し
つ
け
る
だ
け
の
親
切

は
た
だ
の
自
己
満
足
で
し
か
な
い
。
見
え
な
い
人
に
は
見
え
な
い
人
な
り
の
や
り
方
や
考
え
方
が

あ
る
の
に
、
そ
こ
に
寄
り
添
う
た
め
の
理
解
が
な
い
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
人
権
を
侵
害
し
て
い
る
と
い
え
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

人
は
皆
、
平
等
で
あ
る
。
け
れ
ど
環
境
や
年
齢
、
身
体
能
力
な
ど
は
同
じ
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人
と
し

て
の
尊
敬
の
念
や
思
い
や
り
、
い
た
わ
り
の
心
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思
う
。

　

し
ば
ら
く
前
の
人
権
侵
害
と
は
、
人
を
自
分
よ
り
見
下
し
た
り
、
お
と
し
め
る
こ
と
で
優
越
感
を
持
つ
た
め
の

も
の
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
し
て
今
、
生
活
や
文
化
が
豊
か
に
な
っ
た
現
代
で
は
、
行
き
過
ぎ
た
親
切
や
い
た

わ
り
が
人
の
心
を
傷
つ
け
、そ
れ
が
新
た
な
種
類
の
人
権
侵
害
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
。「
善
意
、

イ
コ
ー
ル
、
感
謝
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
い
う
考
え
方
が
全
て
に
当
て
は
ま
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
当
て
は

め
よ
う
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
人
に
と
っ
て
の
「
い
ち
ば
ん
」
は
何
か
。
ひ
と
り
ひ
と
り
を
尊
重
す
る
た
め

に
は
、
本
当
に
助
け
が
必
要
か
ど
う
か
、
出
す
ぎ
た
こ
と
を
し
て
い
な
い
か
を
見
極
め
る
こ
と
も
大
切
な
の
だ
と

思
う
。

　
「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
。
そ
れ
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
意
外
と
簡
単
な
こ
と

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
じ
人
間
同
士
が
並
ん
で
歩
く
た
め
の
人
と
人
と
の
間
の
権
利
。
私
た
ち
が
無
意
識
の
う

ち
に
作
り
出
し
て
い
る
優
劣
の
壁
を
取
り
払
う
こ
と
。
自
分
の
価
値
観
を
人
に
押
し
つ
け
な
い
こ
と
。
自
分
も
相
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手
も
同
じ
ひ
と
り
の
人
間
な
の
だ
と
、
そ
の

人
の
心
に
寄
り
添
い
、
理
解
し
合
う
努
力
こ

そ
、
人
権
を
守
る
大
き
な
力
に
な
る
と
思
う
。
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十
五
年
前
、
父
が
篠
山
の
町
中
を
歩
い
て
い
る
と
こ
う
言
わ
れ
た
。「
そ
ん
な
棒
き
れ
振
り
回
さ
ん
と
い
て
！
」

と
。
父
は
決
し
て
棒
き
れ
を
振
り
回
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
た
だ
、
白
杖
を
持
っ
て
歩
い
て
い
た
だ
け
だ
。
そ

の
話
を
聞
い
て
、
私
は
驚
い
た
。
た
っ
た
十
五
年
前
の
こ
と
だ
け
ど
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

た
。
だ
が
、
十
五
年
経
っ
た
今
で
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
発
達
し
、
い
ろ
ん
な
ハ
ン

デ
ィ
を
持
っ
た
人
の
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
り
、障
が
い
者
の
方
自
身
が
社
会
参
加
す
る
機
会
が
増
え
た
か
ら
だ
、と
。

　

そ
し
て
、
こ
ん
な
話
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
電
車
に
乗
っ
た
時
に
、
時
間
が
知
り
た
く
て
携
帯
電
話
を
開
い

た
と
き
の
こ
と
だ
。「
こ
ん
な
と
こ
で
電
話
し
た
ら
ア
カ
ン
や
ろ
！
」と
中
年
の
お
ば
さ
ん
に
怒
鳴
ら
れ
た
そ
う
だ
。

優
先
座
席
の
近
く
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、『
目
の
不
自
由
な
人
＝
白
杖
を
持
っ
て
い
る
』
と
い
う
認
識

は
広
ま
っ
て
き
て
い
る
が
、
時
間
を
知
り
た
い
と
き
に
は
音
声
が
出
る
時
計
や
携
帯
電
話
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
、

法
務
大
臣
賞

辻つ
じ

本も
と

　
桃も
も

佳か

兵
庫
県
・
篠
山
市
立
西
紀
中
学
校
　
三
年

少
し
ず
つ
…
一
歩
ず
つ
…
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ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
。
そ
の
と
き
、
父
は
説
明
し
よ
う
と
思
っ
た
が
、
ど
う
せ
分
か
っ
て
も
ら
え
な

い
と
思
い
「
す
み
ま
せ
ん
。」
と
謝
り
、
と
て
も
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
見
え
て
い
る
人
は
、
時
間

が
知
り
た
け
れ
ば
時
計
を
見
れ
ば
す
ぐ
に
分
か
る
。
だ
が
、
目
が
不
自
由
だ
と
音
で
聞
く
し
か
な
い
の
だ
。
私
は

障
が
い
者
が
暮
ら
し
や
す
い
よ
う
な
機
器
が
発
達
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
、
も
っ
と
社
会
に
広
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
思
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
協
力
し
て
く
れ
る
人
や
、
理
解
し
て
く
れ
る
人
が
増
え
て
い
く
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

視
覚
障
が
い
者
の
方
が
日
常
生
活
を
送
る
上
で
、
給
付
や
貸
与
さ
れ
る
機
器
が
あ
る
。
音
声
で
教
え
て
く
れ
る

時
計
や
体
重
計
、
文
章
読
み
上
げ
器
な
ど
が
そ
れ
だ
。
こ
れ
ら
は
、
以
前
県
の
基
準
で
市
が
実
施
要
綱
を
定
め
て
、

そ
こ
が
窓
口
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
法
改
正
に
よ
り
、
各
市
区
町
村
対
応
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
日

常
生
活
用
具
の
中
に
、
健
常
な
家
族
と
同
居
し
て
い
る
視
覚
障
が
い
者
に
は
給
付
し
て
も
ら
え
な
い
物
も
あ
る
の

だ
。
そ
れ
は
、
体
温
計
や
体
重
計
で
あ
っ
た
り
す
る
。
こ
の
体
温
計
が
な
け
れ
ば
、
家
族
が
出
か
け
て
い
る
間
に

体
調
が
悪
く
な
っ
て
も
、
計
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。

　

父
の
知
り
合
い
に
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
た
全
盲
の
お
母
さ
ん
が
い
る
。
体
温
を
計
る
の
に
複
数
の
体
温
計
で
赤

ち
ゃ
ん
の
体
温
を
計
り
、そ
の
体
温
計
に
印
を
つ
け
て
病
院
ま
で
持
っ
て
い
っ
て
見
て
も
ら
っ
た
り
、家
族
が
帰
っ

て
く
る
の
を
待
っ
て
見
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
る
そ
う
だ
。
私
た
ち
は
、
簡
単
に
体
温
を
計
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
見
え
な
い
人
た
ち
は
そ
れ
が
で
き
な
い
た
め
に
生
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
の
だ
。
せ
っ
か
く
、
便
利
な
機
器
が
発
明
さ
れ
て
も
、
値
段
が
高
く
て
簡
単
に
購

入
で
き
な
い
。
も
し
く
は
、
制
度
の
カ
ベ
に
よ
っ
て
そ
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
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る
。
し
か
し
、
私
の
住
む
篠
山
市
で
は
父
た
ち
の
声
が
福
祉
課
の
方
々
に
届
き
、
日
本
で
初
め
て

音
声
式
体
温
計
が
同
居
家
族
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
給
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

今
は
、
携
帯
電
話
が
音
声
で
読
み
上
げ
て
く
れ
て
、
メ
ー
ル
や
時
間
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
の
便
利
な

機
能
を
視
覚
障
が
い
者
の
方
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る

健
常
者
の
方
は
全
国
に
ど
れ
く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
当
事
者
で
あ
る
視
覚
障

が
い
者
の
方
が
、
全
国
に
ど
の
く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
ま
だ
知
ら
な
い
人
が
多
い
と
思
う
。

　

こ
こ
十
五
年
程
で
、
視
覚
障
が
い
者
の
人
は
白
杖
を
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
ほ
ぼ
知
ら
れ
て
き
た
が
、
生

活
を
助
け
る
機
器
が
発
達
し
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
知
ら
な
い
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
、「
あ
の
人
は

目
が
動
い
て
い
る
か
ら
見
え
て
い
る
。」
と
か
「
あ
の
人
は
ず
っ
と
目
を
つ
ぶ
っ
て
い
る
か
ら
見
え
て
い
な
い
。」

「
物
を
避
け
て
い
る
か
ら
、
見
え
て
い
る
。」「
物
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
か
ら
、
見
え
て
い
な
い
。」
と
い
う
勝
手
な

思
い
込
み
で
障
が
い
の
重
さ
を
は
か
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
で
も
そ
れ
は
間
違
っ

て
い
る
。
目
を
閉
じ
れ
ば
視
覚
障
が
い
者
の
疑
似
体
験
は
で
き
る
。
で
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
体
験
で
あ
っ
て
、

個
人
個
人
の
見
え
方
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
し
、
外
見
や
行
動
で
障
が
い
の
重
度
を
判
断
す
る
の
は
良
く
な
い
と
私
は

思
う
。
同
じ
よ
う
な
見
え
方
が
で
き
た
と
し
て
も
全
く
同
じ
動
き
な
ん
て
で
き
る
訳
な
い
の
だ
か
ら
。
毎
日
、
父

と
生
活
し
て
い
て
も
ど
の
く
ら
い
見
え
て
い
る
の
か
私
に
も
は
っ
き
り
分
か
ら
な
い
。
な
に
げ
に
父
た
ち
が
こ
な

し
て
い
る
日
常
の
動
作
で
あ
っ
て
も
、
私
た
ち
、
健
常
者
に
は
は
か
り
し
れ
な
い
恐
怖
と
不
安
、
努
力
が
あ
る
の

だ
。
誰
で
も
目
を
つ
ぶ
れ
ば
見
え
な
い
世
界
を
体
験
し
た
気
に
な
る
。
松
葉
杖
を
つ
け
ば
、
そ
の
体
験
を
し
た
気

に
な
る
。
車
イ
ス
に
乗
れ
ば
、
そ
の
体
験
を
し
た
気
に
な
る
。
だ
が
、
本
当
の
障
が
い
者
の
苦
悩
と
努
力
の
一
部
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し
か
体
験
し
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
て
お

い
て
ほ
し
い
。
私
た
ち
に
は
当
た
り
前
に

で
き
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ど
ん

な
に
望
ん
で
も
で
き
な
い
人
た
ち
が
い
る

と
い
う
こ
と
と
み
ん
な
の
正
し
い
理
解
と

知
識
が
障
が
い
者
の
明
る
い
未
来
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
ほ

し
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
広
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
少
し
ず
つ
…
一
歩
ず
つ
…
」
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「
Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ　
ｙ
ｏ
ｕ
ｒ　

ｈ
ｅ
ａ
ｄ　
ｕ
ｐ
！
」

　

こ
れ
は
父
が
い
つ
も
私
に
か
け
て
く
れ
る
魔
法
の
言
葉
で
す
。

　
「
顔
を
あ
げ
な
さ
い
。
下
を
向
か
な
い
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

私
の
父
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
メ
リ
カ
人
で
す
。
女
の
子
は
父
親
に
似
る
と
よ
く
言
わ
れ

ま
す
が
、
私
も
そ
う
で
、
日
本
人
の
母
親
よ
り
も
父
の
方
に
髪
質
も
肌
の
色
も
本
当
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
子
供

が
親
に
似
る
こ
と
は
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
が
、
私
は
そ
の
た
め
に
い
や
な
思
い
、
悲
し
い
思
い
を
い
く
ど
と

な
く
し
て
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
自
分
が
み
ん
な
と
ち
が
う
ん
だ
な
と
思
っ
た
の
は
幼
稚
園
に
入
学
し
て
ま
も
な
く
の
こ
と
で
し
た
。
同

じ
組
の
女
の
子
た
ち
が
何
人
か
し
て
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
た
の
で
、

ロ
ー
リ
ン
ズ
　
リ
コ

福
島
県
・
福
島
市
立
渡
利
中
学
校
　
一
年

「
差
別
の
な
い
世
界
へ
」

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
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「
ま
ぜ
て
！
」

と
、
声
を
か
け
る
と
一
人
の
子
が
言
い
ま
し
た
。

　
「
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、日
本
人
で
髪
が
ま
っ
す
ぐ
な
人
し
か
入
れ
な
い
の
。
リ
コ
ち
ゃ
ん
は
髪
が
チ
リ
チ
リ
だ
し
、

ハ
ー
フ
だ
か
ら
ダ
メ
！
」
と
。

　

私
は
と
て
も
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
卒
園
す
る
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　

小
学
校
は
人
数
も
少
な
か
っ
た
せ
い
か
、
み
ん
な
と
て
も
仲
良
く
て
、
私
の
外
見
の
こ
と
を
言
う
人
は
だ
れ
一

人
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
る
で
兄
弟
の
よ
う
に
み
ん
な
自
然
に
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
で
も
、
習
い
事
や
い
ろ
い

ろ
な
大
会
な
ど
、
他
校
の
子
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
な
る
場
面
で
は
、
や
は
り
髪
の
毛
や
肌
の
こ
と
を
か
ら
か
わ
れ

る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
し
た
。
私
に
は
二
学
年
上
の
兄
が
い
ま
す
が
兄
も
、
や
は
り
父
の
方
に
似
て
い
ま
す
。

お
だ
や
か
な
性
格
の
兄
は
、
私
以
上
に
つ
ら
い
思
い
を
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

父
は
兄
や
私
の
話
を
聞
く
た
び
に

　
「
Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ　
ｙ
ｏ
ｕ
ｒ　

ｈ
ｅ
ａ
ｄ　
ｕ
ｐ
！
」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

　
「
自
分
に
自
信
と
ほ
こ
り
を
も
ち
な
さ
い
。
あ
な
た
た
ち
は
二
つ
の
文
化
を
受
け
つ
い
で
、
そ
れ
は
と
て
も
す

ば
ら
し
い
こ
と
な
ん
だ
よ
。」

と
、
い
つ
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

中
学
に
入
っ
て
間
も
な
い
こ
ろ
で
し
た
。
あ
る
男
の
子
が
い
き
な
り
私
に
向
か
っ
て
言
い
ま
し

た
。
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「
お
ま
え
、
風
呂
に
入
っ
て
い
る
の
か
？
黒
い
ぞ
。
外
国
人
は
く
さ
い
か
ら
な
。」

　

私
は
と
て
も
は
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
い
か
り
や
悲
し
み
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

ま
わ
り
に
い
た
友
達
は
彼
の
言
葉
に
苦
笑
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
い
か
り
の
あ
ま
り
彼
を
な

ぐ
り
た
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
は
父
の
あ
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
私
は
顔
を
上
げ

相
手
の
目
を
見
て
、
静
か
に
自
分
の
傷
つ
い
た
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

　

彼
は
私
に
向
か
っ
て
こ
う
言
い
ま
し
た
。

　
「
ご
め
ん
、
わ
る
か
っ
た
。」

　

彼
は
人
を
傷
つ
け
る
と
い
う
こ
と
が
彼
の
想
像
以
上
に
重
く
、
そ
し
て
ひ
ど
い
こ
と
だ
と
少
し
気
付
い
た
よ
う

で
し
た
。

　

差
別
や
い
じ
め
と
い
う
の
は
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
で
は
小
さ
な
こ
と
か
ら
大
き
な
こ
と
ま
で
本
当
に
よ
く
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
差
別
や
い
じ
め
を
し
て
い
る
側
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
を
じ
ょ
う
談
だ
と
い
う
人
も
多
い
の
で
す
。

ま
わ
り
の
人
た
ち
も
や
は
り
じ
ょ
う
談
や
遊
び
の
中
で
の
こ
と
に
と
ら
え
て
し
ま
う
人
た
ち
も
と
て
も
多
い
の
で

す
。
だ
か
ら
、
小
学
校
の
時
か
ら
私
た
ち
は
道
徳
な
ど
で
い
じ
め
や
人
権
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で
い
て
も
な
か
な

か
そ
れ
が
な
く
な
ら
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
実
際
に
、
差
別
や
い
じ
め
を
さ
れ
て
い
る
方
は
み
ん
な
の
想

像
よ
り
は
る
か
に
傷
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
つ
ら
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
悲
し
い
と
い
う
こ
と
を
私
は
こ

の
人
権
作
文
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
け
が
を
す
れ
ば
日
が
た
つ
ご
と
に
そ
の
け

が
は
治
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
ま
わ
り
か
ら
も
治
っ
て
い
く
様
子
が
見
て
わ
か
る
で
し
ょ
う
。
で
も
心
に
受
け
た

傷
は
本
人
に
し
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
そ
の
傷
が
ど
ん
な
に
深
く
て
痛
い
も
の
か
本
人
に
し
か
わ
か
ら
な
い
の
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で
す
。

　

肌
の
色
が
違
っ
て
い
て
も
か
み
の
毛
が

違
っ
て
い
て
も
私
た
ち
は
み
ん
な
同
じ
人
間

で
す
。
心
を
持
っ
た
人
間
で
す
。
相
手
の
気

持
ち
を
思
い
や
り
、
相
手
の
立
場
に
な
っ
て

考
え
れ
ば
、
い
じ
め
や
差
別
は
な
く
な
る
と

思
い
ま
す
。
今
も
世
界
の
い
た
る
と
こ
ろ
で

人
種
差
別
が
問
題
と
な
り
争
い
が
起
き
て
い

ま
す
。
私
は
世
界
か
ら
差
別
や
い
じ
め
が
な

く
な
る
よ
う
に
強
い
心
を
持
っ
て
、
ま
ず
は

自
分
か
ら
立
ち
向
か
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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あ
な
た
に
は
、
大
好
き
な
ふ
る
里
が
あ
り
ま
す
か
。
私
に
は
、
緑
の
木
々
と
青
い
海
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な

大
好
き
な
ふ
る
里
が
あ
り
ま
す
。
私
の
ふ
る
里
は
、
過
去
に
公
害
と
い
う
大
き
な
被
害
を
う
け
た
水
俣
で
す
。
そ

の
水
俣
病
で
患
者
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で
な
い
人
も
長
い
間
差
別
を
う
け
て
き
ま
し
た
。

　

父
が
幼
い
頃
、
ま
だ
水
俣
病
の
原
因
が
究
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
水
俣
病
は
う
つ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
列

車
が
水
俣
の
駅
に
つ
く
と
、
窓
を
し
め
、
手
で
口
を
お
お
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。
修
学
旅
行
に
行
く
と
、
同
じ
宿

舎
に
な
っ
た
学
校
か
ら
苦
情
を
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
水
俣
出
身
と
い
う
こ
と
で
結
婚
を
断
ら
れ
た
人

や
就
職
試
験
を
う
け
る
こ
と
さ
え
で
き
な
か
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。
水
俣
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
か
く
し
て
、
隠

れ
る
よ
う
に
ひ
っ
そ
り
暮
ら
し
て
い
た
人
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
水
俣
に
住
む
人
で
さ
え
奇
病
と
呼
び
、
距

離
を
お
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
で
、た
く
さ
ん
の
人
々
が
傷
つ
き
あ
っ
て
き
た
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
々

井い
の

上う
え

　
由ゆ

紀き

子こ

熊
本
県
・
熊
本
県
立
八
代
中
学
校
　
一
年

私
の
大
好
き
な
ふ
る
里

法
務
副
大
臣
賞
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が
せ
ま
い
土
地
に
住
ん
で
い
る
の
で
す
か
ら
、
仕
方
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
今
で
は
原
因
も
究
明
さ
れ
、
海
の
安
全
も
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

く
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
過
去
の
こ
と
を
忘
れ
る
く
ら
い
、
楽
し
く
す
ご
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
今
、
八
代
の
中
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
私
は
自
分
が
水
俣
出
身
と
い
う
こ
と
を
隠
す
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
友
だ
ち
も
ま
た
、そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
が
、か
ら
か
っ
た
り
い
じ
め
た
り
す
る
人
は
誰
一
人
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
先
日
、
水
俣
の
中
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
が
練
習
試
合
中
に
、
相
手
チ
ー
ム
の
選
手
か
ら

「
さ
わ
る
な
、
水
俣
病
が
う
つ
る
。」

と
言
わ
れ
た
と
い
う
記
事
が
新
聞
に
の
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
、
こ
う
い
う
風
に
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
の
か

と
思
う
と
残
念
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
何
気
な
く
言
っ
た
一
言
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
一
言
は
、

私
た
ち
水
俣
に
住
む
者
に
と
っ
て
、
非
常
に
悔
し
く
悲
し
い
も
の
で
し
た
。

　

小
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
水
俣
病
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
原
因
と
な
っ
た
会
社
を
訪
問
し
た
り
、

患
者
の
方
か
ら
当
時
の
話
を
き
い
た
り
交
流
も
行
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
苦
労
さ
れ
た
り
、
何
も
言
え
ず
に

黙
っ
て
亡
く
な
っ
た
人
の
こ
と
を
知
り
、
水
俣
に
住
ん
で
い
な
が
ら
何
も
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
は
ず
か
し
く
思

い
ま
し
た
。
水
俣
病
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
学
び
正
し
い
知
識
を
得
る
こ
と
が
差
別
や
偏
見
を
な
く
す
の
だ
と
気

付
き
ま
し
た
。

　

中
学
校
の
道
徳
の
時
間
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
水
俣
病
同
様
、

正
し
い
知
識
が
な
か
っ
た
た
め
に
お
き
た
、
悲
し
く
悔
し
い
悲
劇
で
し
た
。

　

私
た
ち
が
差
別
や
偏
見
を
な
く
す
た
め
に
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
は
、
そ
の
人
、
そ
の
出
来
事
に
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つ
い
て
し
っ
か
り
知
る
こ
と
、
知
ろ
う
と
努
力
す
る
こ
と
、
正
し
い
知
識
を
深
め
る
た
め
に
学
習

す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
水
俣
病
や
ハ
ン
セ
ン
病
の
よ
う
に
、
む
や

み
に
人
と
人
と
が
傷
つ
け
あ
っ
た
り
、
憎
し
み
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

先
日
、
テ
レ
ビ
で
水
俣
の
ダ
イ
バ
ー
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
人
は
、
本
当
は
ほ
こ
り
た
い
水
俣
を
心
の
中

に
じ
っ
と
し
ま
い
こ
み
、
誰
に
も
言
え
ず
、
何
年
も
の
間
、
生
き
て
き
た
人
で
し
た
。
し
か
し
、
水
俣
の
地
に
も

ど
り
、
自
分
は
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
美
し
い
ふ
る
里
を
紹
介
し
た
い
と
海
に
も
ぐ
り
、
写
真
を
と
り
続
け
て
お
ら

れ
る
そ
う
で
す
。
心
に
差
別
と
い
う
、
深
い
傷
を
負
い
な
が
ら
、
水
俣
の
再
生
を
皆
に
知
ら
せ
た
い
と
頑
張
る
人

が
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

今
、
水
俣
は
ご
み
の
分
別
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
な
ど
市
民
全
員
で
環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
を
す
す
め
て
い

ま
す
。
私
は
、
差
別
や
偏
見
か
ら
立
ち
な
お
り
、
再
生
し
よ
う
と
環
境
問
題
に
一
生
懸
命
と
り
く
ん
で
い
る
ふ
る

里
、
水
俣
を
ほ
こ
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

水
俣
で
は
運
動
会
等
、
多
く
の
行
事
で
「
水
俣
ハ
イ
ヤ
節
」
と
い
う
も
の
が
踊
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
水
俣
病

の
患
者
の
方
が
水
俣
の
青
い
海
と
豊
漁
を
願
っ
て
振
り
つ
け
を
さ
れ
た
踊
り
だ
そ
う
で
す
。
私
た
ち
と
同
じ
思
い

を
す
る
人
が
二
度
と
で
な
い
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
、
私
た
ち
は
毎
年
皆
で
こ
の
踊
り
を
踊
り
ま
す
。

　

水
俣
の
悲
し
い
過
去
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
私
は
、
あ
や
ま
ち
を
二
度
と
く
り
か
え
さ
な
い
た
め

に
、
こ
の
美
し
い
自
然
を
守
り
、
真
実
を
語
り
継
い
で
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
差
別
や
偏
見
の
な
い
社
会
に

な
る
よ
う
、
自
分
か
ら
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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み
な
さ
ん
は
、「
本
当
の
『
平
和
』
と
は
？
」
と
質
問
さ
れ
た
ら
、
何
と
答
え
ま
す
か
。「
戦
争
や
紛
争
な
ど
が

な
い
こ
と
」
で
す
か
？
そ
れ
と
も
「
自
分
自
身
の
幸
せ
の
こ
と
」
で
す
か
？
一
人
ひ
と
り
の
抱
く
「
平
和
」
の
イ

メ
ー
ジ
は
違
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

僕
の
思
う
本
当
の
「
平
和
」。
そ
れ
は
、「
家
族
」
が
い
て
「
家
庭
」
が
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
そ
う

思
う
か
と
い
う
と
、
今
僕
は
訳
あ
っ
て
家
族
と
は
離
れ
ば
な
れ
に
暮
ら
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
一
歳
前
後
に
は
既

に
家
族
と
は
離
れ
、
施
設
に
い
ま
し
た
。
母
親
や
姉
、
兄
の
存
在
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
一
緒
に
過
ご
し
た
時

間
は
限
ら
れ
た
も
の
で
、今
で
も
ほ
と
ん
ど
交
流
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
せ
い
か
、僕
は
い
つ
も
「
家
族
」
や
「
家

庭
」
と
い
う
も
の
に
強
い
憧
れ
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　

自
分
が
ま
だ
幼
い
頃
は
、
自
分
と
同
じ
く
ら
い
の
子
が
母
親
と
手
を
つ
な
い
で
い
る
姿
が
と
て
も
う
ら
や
ま
し

大お
お

田た

　
葵
あ
お
い

栃
木
県
・
さ
く
ら
市
立
喜
連
川
中
学
校
　
三
年

「
家
族
」と
は
何
か

法
務
大
臣
政
務
官
賞
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く
、

「
ど
う
し
て
自
分
に
は
母
親
が
い
な
い
ん
だ
ろ
う
。」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
仕
舞
い
に
は
、
自
ら
の
母
親
を
恨
ん

で
し
ま
っ
た
の
で
す
。
小
学
生
に
な
っ
て
も
、そ
の
気
持
ち
は
変
わ
ら
ず
、母
親
へ
の
恨
み
は
増
す
ば
か
り
で
し
た
。

　

し
か
し
、
小
学
五
年
生
の
夏
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
出
来
事
が
起
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
引
っ
越
し
が
あ
っ
た
こ
と

で
す
。
そ
こ
で
僕
は
、
新
し
い
土
地
、
そ
し
て
新
し
い
里
親
と
い
う
人
た
ち
に
出
会
い
ま
し
た
。
里
親
の
人
た
ち

と
暮
ら
し
た
数
年
間
、
僕
は
幸
せ
で
し
た
。
そ
こ
で
僕
は
、
僕
の
周
り
に
は
い
つ
も
支
え
て
く
れ
る
人
た
ち
が
い

る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
血
の
つ
な
が
り
が
な
く
て
も
、
僕
に
自
分
の
子
ど
も
の
よ
う
に
接
し
、
育
て
て
く
れ

た
里
親
の
人
た
ち
、
養
護
施
設
の
先
生
方
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
た
ち
に
僕
は
見
守
ら
れ
て
成
長
し
て
き
た
こ
と

に
気
づ
い
た
の
で
す
。
僕
を
支
え
て
く
れ
る
人
す
べ
て
に
、
感
謝
の
気
持
ち
が
わ
き
出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、

僕
は
親
と
い
う
存
在
に
こ
だ
わ
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
自
分
に
命
を
与
え
て
く
れ
た
親
に
感
謝

の
思
い
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
夏
、
母
親
の
育
児
放
棄
が
原
因
で
二
人
の
乳
幼
児
が
衰
弱
死
す
る
と
い
う
、
悲
し
い
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

二
人
の
子
ど
も
に
ろ
く
に
食
事
も
与
え
ず
、
風
呂
も
入
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
、
逮
捕
後
そ
の
母
親
は
、

「
家
に
帰
っ
て
あ
げ
な
か
っ
た
こ
と
を
今
も
後
悔
し
て
い
る
。
子
ど
も
は
私
を
恨
ん
で
い
る
と
思
う
。」

と
い
う
言
っ
て
は
な
ら
な
い
発
言
を
し
ま
し
た
。
僕
は
怒
る
前
に
、
亡
く
な
っ
た
二
人
の
子
ど
も

た
ち
が
か
わ
い
そ
う
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
同
時
に
、
僕
は
こ
の
母
親
は
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と

す
ご
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
僕
は
、
本
来
親
は
子
ど
も
を
殺
す
の
で
は
な
く
、
守
る
た
め
に
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い
る
の
だ
と
考
え
ま
す
。
た
と
え
小
さ
な
子
ど
も
で
も
、
立
派
な
一
人
の
人
間
で
す
。
そ
の
命
を

守
り
育
て
て
い
く
こ
と
が
、
親
と
し
て
大
切
な
役
目
だ
と
思
う
の
で
す
。
こ
の
母
親
は
、
ど
こ
で

勘
違
い
し
た
か
は
知
り
ま
せ
ん
が
、
親
と
し
て
の
自
分
の
責
任
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
そ
の
勘
違
い
を
誰
も
母
親
に
気
づ
か
せ
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
事
実
。
母
親
が
一
緒
に
遊
び
歩
い
て

い
た
友
人
は
も
ち
ろ
ん
、
母
親
の
家
族
が
少
し
で
も
助
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
ら
、
母
親
の
行
動
を
戒
め
る
こ

と
が
で
き
て
い
た
ら
、
連
絡
を
受
け
た
児
童
相
談
所
が
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
行
動
が
取
れ
て
い
た
ら
、
こ
の
よ

う
な
悲
し
い
結
末
に
は
な
ら
ず
に
済
ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
や
り
き
れ
な
い
思
い
ば
か
り
が
こ
み
あ
げ

て
き
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
こ
の
母
親
は
大
き
な
勘
違
い
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、「
子
ど
も
は
私
を
恨
ん
で
い
る
と
思
う
。」

と
い
う
言
葉
で
す
。
僕
は
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
母
親
を
恨
ん
で
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
は
、
母

親
が
帰
宅
す
る
と
い
つ
も
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て
喜
ん
で
迎
え
た
そ
う
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
母
親
の
こ
と
が
大

好
き
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
た
と
え
自
分
た
ち
を
見
放
し
た
母
親
で
も
、
恨
ん
で
い
る
と
は
決
し
て
思
え
な
い
の

で
す
。

　

子
ど
も
は
、
心
の
底
か
ら
自
分
の
母
親
の
こ
と
を
恨
め
な
い
と
僕
は
思
い
ま
す
。
こ
の
世
に
生
を
受
け
笑
っ
た

り
怒
っ
た
り
泣
い
た
り
と
、
毎
日
い
ろ
い
ろ
な
経
験
が
で
き
る
の
は
、
自
分
を
生
ん
で
く
れ
た
母
親
と
い
う
存
在

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
正
直
、
僕
も
小
さ
い
頃
は
母
を
恨
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
愛
情
の
裏
返
し
と
い
う
よ

う
に
、
母
親
へ
の
思
い
が
憎
し
み
に
変
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
で
も
、
心
の
底
に
は
母
へ
の
恨
み
と
は
全
く
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正
反
対
の
気
持
ち
が
存
在
し
続
け
て
い
ま
し
た
。
だ

か
ら
こ
そ
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
ど
ん
な
思
い
で
死

ん
で
い
っ
た
の
か
わ
か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
母

親
を
信
じ
、
ひ
た
す
ら
母
親
の
帰
り
を
ま
ち
わ
び
て

い
た
思
い
が
。

　

僕
に
と
っ
て
の
「
家
族
」。
そ
れ
は
同
じ
屋
根
の

下
で
暮
ら
す
人
々
の
こ
と
で
す
。
た
と
え
血
は
つ
な

が
っ
て
い
な
く
て
も
、
僕
を
支
え
励
ま
し
て
く
れ
る

人
た
ち
、
そ
の
す
べ
て
の
人
が
僕
に
と
っ
て
の
大
切

な
「
家
族
」
な
の
で
す
。
今
僕
の
暮
ら
す
養
護
施
設

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
を
抱
え
た
二
歳
位
か
ら
高

校
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
や
職
員
の
方
が
約
六
十
人

い
ま
す
。
今
の
僕
に
は
、
全
員
大
切
な
「
家
族
」
で

す
。
僕
は
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
「
家
族
」
を
大
切
に

一
日
一
日
精
一
杯
平
和
に
生
き
て
い
き
た
い
で
す
。
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授
業
で
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
学
ん
だ
日
、
両
親
と
「
偏
見
」
や
「
差
別
」
に
つ
い
て
口
角
泡
を
飛
ば
す
議
論

を
深
夜
ま
で
繰
り
広
げ
た
。
身
体
障
害
者
の
父
と
看
護
師
の
母
を
持
つ
私
は
、
幼
い
頃
か
ら
「
命
の
大
切
さ
」
を

訴
え
る
両
親
の
姿
を
見
て
育
っ
て
来
た
。
そ
ん
な
私
は
、
真
摯
な
気
持
ち
か
ら
ハ
ン
セ
ン
病
罹
患
者
と
向
き
合
い

た
い
と
思
い
こ
の
夏
、
草
津
に
あ
る
療
養
施
設
栗
生
楽
泉
園
を
訪
れ
た
。

　

草
津
ま
で
の
道
の
り
、私
は
罹
患
者
の
気
持
ち
を
絶
え
ず
考
え
て
い
た
。ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、「
ら

い
予
防
法
」
に
よ
り
罹
患
者
は
隔
離
さ
れ
、
人
権
を
無
視
さ
れ
た
扱
い
を
受
け
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
罹
患
者
の

言
葉
が
書
か
れ
た
本
で
は
、
ど
ん
な
に
過
酷
な
仕
打
ち
を
受
け
た
か
、
他
人
を
ど
れ
ほ
ど
恨
み
、
憎
ん
で
い
る
か

が
書
か
れ
て
い
た
。
そ
の
為
私
は
無
意
識
の
内
に
「
罹
患
者
は
全
員
恨
み
を
抱
い
て
い
る
。」
と
勝
手
に
思
い
込

ん
で
い
た
。
し
か
し
、
こ
ん
な
思
い
込
み
自
体
が
偏
見
や
差
別
を
生
む
原
因
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
後
に
思
い
知

大お
お

井い

　
海み

琴こ
と

群
馬
県
・
群
馬
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
　
三
年

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
賞
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ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

私
を
迎
え
て
く
れ
た
の
は
入
園
者
自
治
会
長
の
藤
田
三
四
郎
さ
ん
。
藤
田
さ
ん
は
大
変
お
元
気
で
、
そ
の
容
姿

か
ら
は
ハ
ン
セ
ン
病
を
伺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
藤
田
さ
ん
は
紛
れ
も
な
い
罹
患
者
な
の
だ
。

そ
の
証
拠
に
、
藤
田
さ
ん
の
名
は
本
名
で
は
な
い
。
罹
患
者
は
施
設
に
入
所
す
る
に
あ
た
り
偽
名
を
使
用
さ
せ
ら

れ
た
と
言
う
。
つ
ま
り
、
そ
の
時
点
で
罹
患
者
は
世
間
か
ら
存
在
を
消
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
藤
田

さ
ん
か
ら
語
ら
れ
た
話
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
だ
と
宣
告
さ
れ
、
三
度
も
命
を
絶
と
う
と
し
た
こ
と
。
重
症
患
者
の
看

護
を
押
し
つ
け
ら
れ
、
数
え
切
れ
な
い
人
を
看
取
り
自
ら
の
手
で
葬
っ
た
こ
と
。
家
族
が
受
け
た
迫
害
や
侮
辱
的

な
言
葉
な
ど
、
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
筆
舌
し
難
い
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
ん
な
迫
害
と
差
別
は
同
時
に
ハ

ン
セ
ン
病
患
者
達
の
人
権
回
復
闘
争
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
闘
争
の
末
、「
ら
い
予
防
法
」
が
廃
止
さ
れ
る

と
今
ま
で
差
別
や
人
権
侵
害
を
繰
り
返
し
て
い
た
多
く
の
人
が
掌
を
返
す
様
に
態
度
を
変
え
た
と
言
う
。
私
は
聞

い
て
い
て
怒
り
を
覚
え
た
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
耳
を
塞
ぎ
た
く
な
る
様
な
内
容
を
語
る
藤
田
さ
ん
か
ら
は
、
全

く
怒
り
や
恨
み
が
感
じ
ら
れ
な
い
の
だ
。
私
は
話
を
聞
く
ま
で
、
自
分
の
運
命
を
呪
い
・
周
囲
へ
の
恨
み
つ
ら
み

の
言
葉
が
出
て
く
る
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
出
て
き
た
言
葉
は
「
入
園
出
来
て
良
か
っ
た
。
差
別
は

受
け
た
が
、
今
で
は
恨
み
を
抱
く
罹
患
者
も
少
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
最
近
は
た
く
さ
ん
の
人
が
我
々
を

理
解
し
協
力
し
て
く
れ
る
の
で
嬉
し
い
。
何
故
な
ら
一
人
の
百
歩
は
力
が
無
い
が
、
百
人
の
一
歩

は
力
に
な
る
か
ら
」
と
言
う
感
謝
の
言
葉
だ
っ
た
の
だ
。
本
当
に
「
恨
み
は
無
い
の
か
」
と
何
度

聞
い
て
も
答
え
は
同
じ
だ
っ
た
。
私
は
恥
ず
か
し
く
な
っ
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
調
べ
、
罹

患
者
の
心
を
理
解
し
た
よ
う
な
つ
も
り
で
い
な
が
ら
、
実
は
何
も
理
解
で
き
て
な
く
て
、
そ
れ
ば
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か
り
か
罹
患
者
を
偏
見
の
眼
で
見
て
い
た
の
は
私
自
身
だ
っ
た
の
だ
。
私
は
、
話
を
聞
い
て
と
め

ど
な
く
溢
れ
出
る
涙
を
拭
い
な
が
ら
、
心
の
片
隅
に
潜
ん
で
い
た
「
偏
見
と
言
う
名
の
種
」
が
身

体
か
ら
洗
い
流
さ
れ
て
い
く
の
を
感
じ
て
い
た
。
そ
れ
は
同
時
に
、「
思
い
込
み
や
無
知
が
偏
見

や
差
別
を
生
み
だ
す
」
こ
と
を
強
く
感
じ
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
藤
田
さ
ん
の
「
自

分
と
同
様
に
他
人
を
愛
す
れ
ば
い
つ
か
必
ず
世
界
か
ら
差
別
は
な
く
な
る
、
他
人
を
愛
し
て
下
さ
い
」
の
慈
愛
に

満
ち
た
言
葉
が
一
層
重
く
腑
に
落
ち
る
の
だ
っ
た
。

　

帰
り
が
け
、
千
五
百
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
「
入
所
者
証
言
集
」
を
手
渡
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
私
は
見
え
な
い
襷
も

手
渡
さ
れ
た
気
が
し
た
。
そ
の
襷
と
は
証
言
集
に
記
さ
れ
た
罹
患
者
の
「
事
実
を
風
化
さ
せ
な
い
で
、
私
達
の
事

を
忘
れ
な
い
で
」
と
い
う
搾
り
出
す
よ
う
な
叫
び
声
と
、
そ
の
姿
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
が
治
る
病
気
で
あ
る
の
に
誤
っ
た
知
識
か
ら
悲
惨
な
人
権
侵
害
が
長
期
に
渡
り
続
い
た
。
同
じ
間

違
い
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
事
実
を
語
り
つ
い
で
行
く
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
楽
泉
園
で
も
高
齢
化
が
進
み

証
言
者
の
数
が
減
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
全
国
一
五
全
て
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
共
通
す
る
こ
と
だ
。
ハ
ン
セ
ン

病
問
題
は
罹
患
者
が
い
な
く
な
れ
ば
そ
れ
で
終
わ
る
と
言
う
問
題
で
は
な
い
。
今
後
人
権
問
題
を
考
え
る
際
、
重

要
な
指
針
に
な
り
う
る
事
実
な
の
だ
。
そ
し
て
こ
の
事
実
の
風
化
を
防
ぐ
こ
と
が
、
私
達
若
い
世
代
の
役
目
だ
と

私
は
思
う
。

　

私
は
小
六
の
時
、
友
人
達
か
ら
突
然
イ
ジ
メ
を
受
け
た
。
そ
れ
を
引
き
ず
り
、
他
人
を
恐
れ
・
憎
み
、
自
分
を

嫌
っ
て
生
き
て
来
た
。
し
か
し
、
罹
患
者
の
声
が
私
に
生
き
る
力
と
前
を
向
い
て
歩
む
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
。

楽
泉
園
訪
問
は
私
に
人
生
観
が
変
わ
る
程
の
衝
撃
を
与
え
て
く
れ
た
の
だ
。
こ
ん
な
私
だ
が
、
罹
患
者
の
声
を
伝
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え
る
「
百
人
の
中
の
一
人
」
に
は
な
れ
る
は
ず

だ
。
そ
の
た
め
に
私
は
今
、
こ
の
作
文
を
書
い

て
い
る
。
文
字
は
時
を
越
え
て
生
き
続
け
る
か

ら
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
楽
泉
園
訪
問
を
続
け
る

つ
も
り
だ
。
実
際
に
中
学
生
の
私
が
出
来
る
こ

と
に
は
限
り
が
あ
る
が
、
差
別
や
偏
見
を
少
し

で
も
減
ら
す
た
め
に
一
歩
を
踏
み
出
す
つ
も
り

で
い
る
。「
自
分
と
同
様
に
他
人
を
愛
す
れ
ば

い
つ
か
差
別
は
無
く
な
る
。」
と
言
う
藤
田
さ

ん
の
言
葉
を
胸
に
。
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森
に
囲
ま
れ
た
そ
の
一
画
に
は
、
教
会
や
寺
院
、
神
社
が
あ
り
、
小
さ
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
レ
ス
ト

ラ
ン
も
あ
る
。
床
屋
や
図
書
館
、
郵
便
局
や
浴
場
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
施
設
を
利
用
す
る
の
は
そ
の
一

画
に
住
む
人
た
ち
だ
け
だ
。
緑
の
外
側
に
住
む
人
が
利
用
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
は
ハ
ン
セ
ン
病
の
療
養
所
、

多
磨
全
生
園
で
あ
る
。

　

僕
は
七
年
前
に
清
瀬
市
に
引
っ
越
し
て
き
た
。
夏
の
あ
る
日
、
昆
虫
が
大
好
き
な
僕
は
、
何
気
な
く
そ
の
森
の

中
に
入
っ
て
行
っ
た
。
そ
し
て
、
歩
き
回
っ
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
場
所
が
一
つ
の
「
町
」
で
あ
る
こ
と
に
気
付

い
た
。

　

毎
日
、
セ
ミ
や
カ
マ
キ
リ
や
ナ
ナ
フ
シ
を
探
し
な
が
ら
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
所
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

　

僕
が
一
番
不
思
議
に
思
っ
た
の
は
古
い
木
造
の
小
学
校
だ
。
い
つ
も
誰
も
い
な
い
校
舎
と
小
さ
な
運
動
場
。
近

久く

米め

　
一か
ず

輝き

埼
玉
県
・
学
校
法
人
立
教
学
院
立
教
新
座
中
学
校
　
一
年

ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と

社
団
法
人
日
本
新
聞
協
会
会
長
賞
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く
に
小
学
校
が
あ
る
の
に
ど
う
し
て
こ
ん
な
所
に
小
学
校
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
小
学
一
年
生
の
僕
は
と
て
も
不
思

議
に
思
っ
た
。

　

夏
に
地
域
交
流
を
目
的
と
し
た
盆
踊
り
と
花
火
大
会
が
行
わ
れ
る
。
い
つ
も
は
人
の
い
な
い
小
学
校
跡
は
多
く

の
人
で
あ
ふ
れ
か
え
り
、
普
段
は
見
か
け
な
い
重
い
後
遺
症
の
老
人
た
ち
も
こ
の
日
は
外
に
出
て
盆
踊
り
を
楽
し

む
。
初
め
て
参
加
し
た
と
き
は
言
葉
が
出
な
か
っ
た
。
正
直
、「
怖
い
」
と
思
っ
た
。

　

夏
が
来
る
た
び
に
、
僕
は
盆
踊
り
大
会
に
参
加
し
た
。
低
学
年
か
ら
高
学
年
へ
と
進
む
に
つ
れ
て
少
し
ず
つ
ハ

ン
セ
ン
病
の
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

　

六
年
生
の
と
き
に
社
会
科
見
学
で
全
生
園
の
元
患
者
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
、
僕
は
都
合
で
参
加
で

き
な
か
っ
た
。
僕
は
そ
れ
を
ず
っ
と
悔
や
ん
で
い
る
。

　

今
年
の
夏
、
僕
は
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
に
出
か
け
た
。
見
学
者
は
僕
一
人
で
、
と
て
も
緊
張
し
た
。
な
る
べ
く

音
を
立
て
な
い
よ
う
に
パ
ネ
ル
を
見
て
回
っ
た
。

　

強
制
隔
離
の
現
実
に
と
て
も
驚
い
た
。
狭
い
部
屋
に
押
し
込
め
ら
れ
、
症
状
の
軽
い
患
者
が
重
症
の
患
者
の
世

話
を
し
た
と
い
う
。
子
供
を
持
つ
権
利
や
生
ま
れ
る
赤
ん
坊
の
命
ま
で
奪
わ
れ
て
い
た
。
逃
げ
出
し
た
り
反
抗
的

な
患
者
は
「
不
良
患
者
」
と
呼
ば
れ
、
窓
の
小
さ
な
暗
い
監
房
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
。

　

医
学
が
進
歩
し
療
養
所
も
徐
々
に
改
善
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
強
制
隔
離
を
命
じ
る
「
ら
い
予
防

法
」
が
廃
止
さ
れ
た
の
は
一
九
九
六
年
だ
と
い
う
。
隔
離
が
始
ま
っ
た
一
九
〇
八
年
か
ら
約
九
〇

年
も
経
っ
て
い
た
。
僕
が
生
ま
れ
る
ほ
ん
の
一
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
特
効
薬
が
開
発
さ
れ
、
本

格
的
な
治
療
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
二
十
二
年
で
あ
る
。
現
実
に
合
わ
な
い
法
律
を
廃
止
す
る
の
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に
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
時
間
が
か
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

資
料
を
も
ら
っ
て
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
を
後
に
し
た
。
家
を
出
る
と
き
は
、
帰
り
に
虫
の
観
察

を
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
と
て
も
そ
ん
な
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
い
つ
も
セ
ミ
が
集
ま
る
桜

の
木
に
は
目
も
く
れ
ず
に
早
足
で
家
に
帰
っ
た
。

　

資
料
の
中
で
一
番
心
が
痛
ん
だ
の
は
、
療
養
所
の
子
供
た
ち
の
こ
と
だ
。
療
養
所
に
入
所
し
た
の
は
ハ
ン
セ
ン

病
を
発
症
し
た
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
い
。
親
が
発
症
し
た
た
め
に
入
所
す
る
子
ど
も
た
ち
も
い
た
。
当
時
は

ハ
ン
セ
ン
病
は
遺
伝
病
だ
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
親
か
ら
無
理
や
り
引
き
離
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
「
す
ぐ
に

帰
れ
る
か
ら
」
と
い
う
言
葉
を
信
じ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
一
生
療
養
所
を
出
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
人
が

多
か
っ
た
と
い
う
。
社
会
的
な
差
別
が
ひ
ど
か
っ
た
か
ら
だ
と
資
料
に
書
か
れ
て
い
た
が
、
僕
に
は
実
感
が
わ
か

な
か
っ
た
の
で
、
も
う
少
し
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　

図
書
館
で
『
ハ
ン
セ
ン
病
を
生
き
て
』（
伊
波
敏
男
著
）
と
い
う
本
を
見
つ
け
た
。
少
し
難
し
か
っ
た
が
、
差

別
の
現
実
が
僕
に
も
わ
か
る
部
分
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
元
患
者
た
ち
に
対
し
て
書
か
れ
た
匿
名
の
ひ
ど
い
手
紙

で
あ
る
。
長
年
、
隔
離
さ
れ
て
苦
し
ん
で
き
た
人
た
ち
を
さ
ら
に
傷
つ
け
る
言
葉
が
並
ん
で
い
た
。
悲
し
く
暗
い

気
持
ち
に
な
っ
た
。

　

日
本
は
経
済
大
国
と
し
て
世
界
の
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
だ
が
、
人
権
意
識
の
面
で
は
ど
う
だ
ろ
う
。「
ら
い

予
防
法
」
を
二
〇
世
紀
の
末
ま
で
廃
止
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
明
治
時
代
に

隔
離
が
始
ま
っ
た
と
き
、
そ
れ
は
外
国
に
対
す
る
体
面
を
保
つ
た
め
だ
っ
た
と
い
う
。
病
気
の
人
を
治
療
す
る
の

で
は
な
く
「
隠
す
」
の
が
目
的
だ
っ
た
の
だ
。
い
ま
だ
に
差
別
意
識
を
持
つ
人
が
い
る
の
は
、
社
会
が
そ
う
し
た
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過
去
に
対
す
る
反
省
を
し
て
い
な
い
か
ら

だ
と
思
う
。

　

僕
が
不
思
議
に
思
っ
た
小
学
校
は
す
で

に
取
り
壊
さ
れ
て
、
今
で
は
小
さ
な
石
碑

だ
け
が
残
っ
て
い
る
。
老
朽
化
が
ひ
ど
く
、

残
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
か

ら
だ
と
い
う
。
全
生
園
の
古
い
建
物
は
ど

ん
ど
ん
取
り
壊
さ
れ
て
い
く
。
石
碑
だ
け

で
は
あ
の
不
思
議
さ
が
伝
わ
ら
な
い
の
が

と
て
も
残
念
だ
。
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僕
の
曾
祖
父
は
医
者
嫌
い
で
し
た
。
そ
の
た
め
腹
痛
で
病
院
に
運
ば
れ
た
時
は
、
膵
臓
癌
の
末
期
で
余
命
三
ヶ

月
で
し
た
。
手
術
も
で
き
な
い
手
遅
れ
の
状
態
で
し
た
。
家
族
皆
で
話
し
合
い
曾
祖
父
の
辛
い
気
持
ち
を
第
一
に

考
え
、
曾
祖
父
に
病
を
隠
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
曾
祖
父
は
次
第
に
病
院
の
中
を
歩
い
て
は
転
倒
し
、
体
中
あ

ざ
だ
ら
け
に
な
り
、
ベ
ッ
ド
の
上
で
縛
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
曾
祖
父
は
病
名
の
宣
告
を
受
け
て
い

な
い
た
め
元
気
で
歩
け
る
と
思
っ
て
い
る
が
、
実
際
歩
く
と
転
ん
で
し
ま
う
。
何
で
こ
ん
な
風
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
か
さ
え
わ
か
ら
な
い
。

　

家
族
と
病
院
に
行
く
と
、「
包
丁
も
て
こ
い
、
こ
れ
ぶ
っ
た
切
っ
て
家
さ
帰
る
。」
と
騒
い
で
い
ま
し
た
。
あ
ん

な
に
優
し
か
っ
た
曾
祖
父
の
姿
に
言
葉
も
出
ず
、
恐
い
く
ら
い
で
し
た
。
何
も
知
ら
さ
れ
ず
、
ベ
ッ
ド
に
縛
り
付

け
ら
れ
れ
ば
誰
も
が
そ
う
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。「
じ
い
ち
ゃ
ん
ど
ご
、
一
緒
に
車
さ
の
せ
で
い
て
く
れ
の
。」
と

櫻さ
く
ら
だ田

　
要か
な

太た

山
形
県
・
酒
田
市
立
松
山
中
学
校
　
三
年

日
本
放
送
協
会
会
長
賞

悔
い
の
な
い
最
期
を
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せ
が
ま
れ
た
と
き
も
あ
り
ま
す
。
か
わ
い
そ
う
で
涙
が
ポ
ロ
ポ
ロ
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
ど
ご
、
家

さ
連
れ
で
帰
ろ
う
よ
。」
と
せ
が
ん
で
も
家
族
も
仕
事
で
忙
し
い
た
め
か
誰
も
首
を
縦
に
振
っ
て
く
れ
ず
、
病
院

に
い
た
方
が
安
心
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
膵
臓
癌
は
予
想
以
上
に
激
し
い
痛
み
の
た
め
、
医
師
か
ら
強
い

痛
み
止
め
と
強
い
睡
眠
剤
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
楽
死
に
近
い
状
況
に
な

る
こ
と
も
医
師
か
ら
告
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
家
族
は
決
断
を
せ
ま
ら
れ
ま
し
た
。
曾
祖
父
に
相
談
も
せ
ず
に
決

め
て
い
い
こ
と
な
の
か
、
家
に
帰
り
た
い
曾
祖
父
の
意
志
は
封
じ
込
め
ら
れ
た
ま
ま
で
い
い
の
か
、
家
族
で
悩
み

ま
し
た
。
結
局
痛
み
に
耐
え
て
い
る
姿
は
見
て
い
ら
れ
な
く
、
そ
の
薬
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

曾
祖
父
は
次
第
に
弱
っ
て
い
き
、
口
も
利
け
な
く
な
り
、
静
か
に
亡
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
僕
は
ど
こ
か
心
を

引
き
ず
っ
た
ま
ま
で
し
た
。
僕
達
家
族
が
曾
祖
父
に
宣
告
も
せ
ず
、意
見
も
聞
か
ず
、命
の
長
さ
を
決
め
て
し
ま
っ

た
こ
と
、
当
時
幼
か
っ
た
僕
に
は
何
も
し
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
今
思
い
出
し
て
も
残
念
で
す
。

　

最
近
授
業
で
人
権
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
る
と
き
に
、
幼
い
頃
の
記
憶
が
よ
み
が
え
り
、
ふ
と
曾
祖
父
の
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

曾
祖
父
は
、ど
ん
な
思
い
で
亡
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。最
後
に
意
識
の
あ
る
う
ち
に
一
度
で
い
い
か
ら
家
に
帰
っ

て
き
た
か
っ
た
だ
ろ
う
。
身
体
拘
束
は
今
は
病
院
で
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
あ
の
頃
は
確
か
に
曾

祖
父
の
お
な
か
に
黒
い
ベ
ル
ト
の
よ
う
な
も
の
が
巻
き
つ
い
て
い
ま
し
た
。
決
し
て
自
分
の
力
で

は
外
せ
な
い
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
も
が
き
苦
し
む
曾
祖
父
の
姿
を
見
た
時
に
、
看
護
師
さ
ん
に

目
を
隠
さ
れ
別
の
部
屋
に
連
れ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
見
せ
た
く
な
い
光
景
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
で
も
あ
の
姿
は
僕
の
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
病
院
の
中
で
の
人
材
不
足
の
た
め
だ
っ
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た
の
で
し
ょ
う
か
。
人
が
人
ら
し
く
生
き
て
い
な
い
姿
で
し
た
。

　

七
十
八
年
生
き
て
き
て
何
も
悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
の
に
、
縛
ら
れ
、
家
に
も
帰
れ
な
い
。

病
気
で
余
命
幾
ば
く
も
な
い
人
に
は
人
権
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
最
近
の

医
療
の
現
場
で
は
自
己
決
定
権
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

仏
壇
に
向
か
い
静
か
に
目
を
閉
じ
る
と
、
優
し
く
穏
や
か
に
微
笑
む
曾
祖
父
の
笑
顔
が
浮
か
び
ま
す
。
ど
ん
な

気
持
ち
で
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
苦
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
野
球
の
大
会
に

行
く
前
、
仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
ま
す
。「
や
れ
ば
で
き
る
、
努
力
し
ろ
。」
と
よ
く
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
曾
祖

父
の
力
に
は
何
も
な
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
目
に
は
見
え
な
い
力
で
応
援
し
て
く
れ
る
曾
祖
父
に
線
香
を
あ
げ
て
、

自
分
を
省
み
る
時
が
あ
り
ま
す
。
曾
祖
母
が
元
気
な
の
で
、
曾
祖
父
を
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
分
、
曾
祖
母
の
力
に

な
っ
て
い
く
こ
と
を
曾
祖
父
に
約
束
し
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
中
の
ニ
ュ
ー
ス
で
高
齢
者
の
所
在
不
明
者
が
多
数
の
た
め
、
百
歳
以
上
の
安
否
確
認
調
査
を
し
て
い
ま

し
た
。
自
分
の
親
を
平
気
で
捨
て
遺
骨
さ
え
も
ひ
き
と
ら
な
い
、
亡
く
な
っ
て
い
た
の
に
年
金
を
不
正
受
給
す
る

た
め
に
隠
し
て
い
た
な
ど
、
耳
を
ふ
さ
ぎ
た
く
な
る
よ
う
な
事
件
も
あ
り
ま
し
た
。
犬
や
猫
が
年
を
と
っ
て
弱
っ

て
き
た
、
手
が
か
か
る
か
ら
面
倒
だ
か
ら
と
捨
て
て
し
ま
う
、
そ
れ
と
同
じ
現
象
が
弱
い
高
齢
者
に
も
及
ん
で
き

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

や
は
り
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
も
の
全
て
に
、
自
分
の
意
志
で
生
き
る
こ
と
を
決
め
て
い
け
る
権
利
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
長
い
年
月
を
苦
労
や
努
力
と
向
き
合
い
な
が
ら
精
一
杯
生
き
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
今
の
幸
せ
が

あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
。
人
は
い
ず
れ
誰
で
も
年
を
と
り
ま
す
。
自
由
に
動
け
な
く
な
っ
た
時
に
自
分
の
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願
い
が
叶
う
社
会
を
築
き
、「
悔
い
な
く
、
満
足
で
楽
し
く
幸
せ
な
人
生
だ
っ
た
。」
と
思
え
る
よ
う
に
、
人
と
し

て
の
誇
り
を
持
っ
て
、
満
足
で
き
る
最
期
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
。
も
う
二
度
と
僕
が
見
た
自

己
決
定
権
の
な
い
社
会
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
高
齢
者
に
は
今
ま
で
の
感
謝
の
気
持
ち
で
、
本
人
の
希
望
を
で
き

る
だ
け
叶
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。
い
ず
れ
僕
達
も
迎
え
る
高
齢
社
会
だ
か
ら
…
。
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私
は
小
学
六
年
生
の
時
か
ら
、
盲
導
犬
候
補
の
子
犬
を
育
て
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
す
。「
犬
を
飼
っ

て
み
た
い
。」
と
言
う
私
に
、
両
親
が
「
せ
っ
か
く
犬
を
飼
う
の
な
ら
社
会
に
役
立
つ
こ
と
を
し
よ
う
。」
と
提
案

し
た
か
ら
で
す
。生
後
二
ヵ
月
の
子
犬
を
預
か
り
、一
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
ま
で
世
話
を
す
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
役
目
で
す
。
初
め
て
訓
練
士
さ
ん
か
ら
子
犬
を
手
渡
さ
れ
た
時
は
不
安
で
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
が
、
子
犬
は

す
ぐ
に
私
の
腕
の
中
で
眠
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
初
め
て
会
っ
た
私
の
こ
と
を
信
頼
し
て
、
安
心
し
き
っ
た
寝
顔

で
眠
っ
て
い
る
姿
は
本
当
に
可
愛
か
っ
た
で
す
。ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
の
子
犬
は
と
て
も
や
ん
ち
ゃ
で
、私
の
家
に
や
っ

て
来
た
そ
の
日
か
ら
い
た
ず
ら
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
し
か
ら
れ
て
も
ク
ヨ
ク
ヨ
せ
ず
、
ど
ん
な
相
手
に
も

　
林
は
や
し

　
里り

咲さ

東
京
都
・
小
平
市
立
小
平
第
六
中
学
校
　
三
年

差
別
の
な
い
社
会
に

（
パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
）

法
務
事
務
次
官
賞
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フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
近
づ
い
て
い
く
姿
か
ら
、
私
は
明
る
く
前
向
き
に
生
き
る
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。
子
犬
た
ち

と
過
ご
し
た
日
々
は
私
に
と
っ
て
一
番
の
宝
物
で
す
。
そ
し
て
あ
っ
と
い
う
間
に
一
歳
の
誕
生
日
が
や
っ
て
来
ま

し
た
。
誕
生
日
が
悲
し
い
と
い
う
経
験
は
初
め
て
で
し
た
。
訓
練
所
へ
の
入
所
日
の
前
日
に
は
長
い
長
い
散
歩
を

し
て
最
後
の
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。「
今
ま
で
あ
り
が
と
う
。」
そ
う
言
っ
た
私
の
こ
と
を
不
思
議
そ
う
に
見
て
い

た
子
犬
の
顔
が
今
も
目
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。
別
れ
は
本
当
に
つ
ら
い
け
れ
ど
涙
を
見
せ
た
ら
子
犬
が
心
配
す

る
の
で
頑
張
っ
て
笑
顔
で
見
送
り
ま
し
た
。

　

私
の
家
で
育
て
た
一
頭
目
の
子
犬
は
現
在
盲
導
犬
に
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
年
四
月
に
巣
立
っ

て
い
っ
た
二
頭
目
の
子
犬
は
神
奈
川
に
あ
る
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
訓
練
中
で
す
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
私
は
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
ず
盲
導
犬
の
役
割
で
す
が
、
こ
れ
は
単

に
目
の
不
自
由
な
方
が
便
利
に
一
人
で
ど
こ
へ
で
も
行
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
視
覚
障

が
い
の
あ
る
方
に
と
っ
て
、
人
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
る
の
は
と
て
も
つ
ら
い
こ
と
な
の
だ
そ
う
で
す
。
た
と
え
家

族
に
対
し
て
で
も
「
迷
惑
を
か
け
る
の
で
は
な
い
か
。」
と
思
っ
て
我
慢
す
る
こ
と
が
多
く
、「
私
な
ん
か
い
な
い

方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。」
と
考
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
失
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
尊

厳
を
取
り
戻
す
手
助
け
を
す
る
の
が
盲
導
犬
の
役
目
な
の
で
す
。
犬
は
訓
練
を
共
に
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
の
こ
と
を

大
好
き
に
な
る
の
で
、「
自
分
は
他
者
か
ら
こ
ん
な
に
も
大
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
存
在
な
ん

だ
。」
と
気
づ
い
て
自
信
を
取
り
戻
し
、新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
私
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
し
て
い
る
日
本
盲
導
犬
協
会
で
は
、
二
〇
〇
八
年
に
新
し
い

試
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
受
刑
者
が
盲
導
犬
候
補
の
子
犬
を
育
て
る
、
動
物
を
介
在
し
た
日
本
初
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の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
罪
を
犯
し
た
人
も
心
か
ら
反
省
し
て
き
ち
ん
と
罪
を
償
え
ば
、
社
会

は
差
別
す
る
こ
と
な
く
受
け
入
れ
る
べ
き
で
す
。
し
か
し
実
際
は
と
て
も
偏
見
が
多
く
、
元
受
刑

者
た
ち
は
「
ど
う
せ
自
分
は
だ
め
な
人
間
な
ん
だ
。」
と
思
い
再
び
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
悪
循
環

が
起
こ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
悪
循
環
を
断
ち
切
り
、
受
刑
者
た
ち
が
ス
ム
ー
ズ
に
社
会
復

帰
を
果
た
せ
る
よ
う
支
援
す
る
の
が
「
あ
さ
ひ
盲
導
犬
パ
ピ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
受
刑
者
た
ち
は
約
十
ヵ

月
の
間
、
子
犬
た
ち
を
世
話
し
な
が
ら
一
緒
に
過
ご
し
、「
役
に
立
つ
喜
び
、
達
成
す
る
喜
び
、
信
頼
さ
れ
る
喜
び
」

を
感
じ
る
こ
と
で
自
分
の
価
値
を
再
確
認
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。
今
年
一
月
に
第
一
期
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
修
了

し
た
受
刑
者
の
感
想
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
今
後
自
分
も
パ
ピ
ー
に
笑
わ
れ
な
い
よ
う
に
き
ち
ん
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
パ
ピ
ー
は
慈
し
む
こ
と
、

寛
容
の
心
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。」

　

犬
は
決
し
て
差
別
を
し
ま
せ
ん
。
健
康
な
人
に
も
障
が
い
の
あ
る
人
に
も
、
お
金
持
ち
に
も
貧
し
い
人
に
も
、

権
力
の
あ
る
人
に
も
犯
罪
を
犯
し
た
人
に
も
全
く
同
じ
よ
う
に
接
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
犬
た
ち
と
一
緒
に
過

ご
す
こ
と
で
、
自
信
を
な
く
し
た
人
た
ち
も
自
分
の
こ
と
を
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
存
在
で
あ
る
と
思
え
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
人
間
も
、
差
別
の
な
い
社
会
を
つ
く
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
相

手
を
大
切
に
思
う
心
を
忘
れ
な
け
れ
ば
、
こ
の
社
会
は
も
っ
と
住
み
良
い
場
所
に
な
る
は
ず
で
す
。
私
は
こ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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僕
は
、
祖
父
の
た
め
に
自
助
具
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
。
祖
父
は
去
年
の
夏
、
脳
梗
塞
で
倒
れ
た
。
祖
父
は
一
命

を
取
り
留
め
た
も
の
の
右
手
と
右
足
が
ま
ひ
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
の
三
週
間
前
、
僕
も
車
椅
子
か
ら
転
倒
し

て
足
を
骨
折
し
た
。

　

僕
に
は
障
害
が
あ
る
。
車
椅
子
で
生
活
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
僕
の
こ
と
を
障
害
者
だ
と
い
っ
て
差
別

す
る
よ
う
な
友
達
は
一
人
も
い
な
い
。

　

祖
父
は
、
歩
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
り
、
自
分
で

歩
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
回
復
し
た
。
頑
張
っ
て
い
る
祖
父
が
か
っ
こ
い
い
と
僕
は
思
っ
た
。
祖
父
は
、
リ
ハ
ビ

リ
を
頑
張
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
右
手
が
う
ま
く
動
か
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
、
ご
飯
を
食
べ
る
時
も

服
を
着
替
え
る
時
も
時
間
が
か
か
る
。
普
段
何
気
な
く
や
っ
て
い
た
動
作
が
と
て
も
大
変
だ
と
祖
父
は
言
っ
て
い

守も
り

田た

　
幸こ
う

平へ
い

静
岡
県
・
静
岡
大
学
教
育
学
部
附
属
浜
松
中
学
校
　
三
年

祖
父
へ
の
靴
下

法
務
事
務
次
官
賞
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た
。
僕
も
何
か
役
に
立
て
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　

僕
の
学
校
に
は
総
合
学
習
と
い
う
授
業
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
僕
は
、
福
祉
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
選
ん
だ
。
自

分
で
社
会
に
役
立
て
る
こ
と
を
考
え
、
実
際
に
行
動
す
る
こ
と
が
目
標
だ
っ
た
。
僕
は
、
障
害
者
の
た
め
に
何
が

で
き
る
か
を
考
え
た
。

　

僕
は
、
二
年
前
に
静
岡
文
化
芸
術
大
学
で
障
害
者
が
い
か
に
日
常
生
活
で
不
自
由
の
な
い
生
活
が
で
き
る
か
を

考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
の
を
新
聞
で
知
っ
た
。
そ
れ
は
、
大
学
生
た
ち
が
個
人
個
人
に
あ
っ
た
自
助
具
を

作
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
。
僕
は
、
障
害
者
の
た
め
に
何
か
で
き
る
の
で
は
と
感
じ
た
。

　

僕
は
、
静
岡
文
化
芸
術
大
学
へ
行
っ
て
、
僕
に
も
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
と
聞
い
た
。
す
る
と
、
学
生
さ
ん
が

自
助
具
を
作
っ
て
み
な
い
か
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
。
僕
は
、
迷
わ
ず
「
は
い
」
と
言
っ
た
。
障
害
者
の
た
め
に

役
に
立
て
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
と
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

　

祖
父
の
つ
ら
い
顔
を
見
る
と
、
日
常
生
活
に
数
々
の
大
き
な
壁
が
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

僕
は
、
祖
父
の
数
々
の
大
き
な
壁
を
突
き
破
ろ
う
と
思
っ
た
。
祖
父
の
た
め
に
自
助
具
を
考
え
、
作
ろ
う
と
僕

は
思
っ
た
。
祖
父
が
靴
下
の
脱
ぎ
履
き
が
大
変
だ
と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
そ
こ
で
、
脱
ぎ
履
き
し

や
す
い
靴
下
は
で
き
な
い
か
考
え
た
。
靴
下
の
両
脇
に
ひ
も
を
取
り
付
け
て
そ
れ
を
引
っ
張
る
と
靴
下
が
縮
み
、

脱
ぎ
履
き
し
や
す
く
な
る
仕
組
み
だ
。
大
学
の
先
生
も
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
と
言
っ
て
褒
め
て
く

れ
た
。
こ
れ
は
、
障
害
者
だ
け
で
な
く
健
常
者
に
も
使
え
る
と
言
わ
れ
た
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
だ
と
分
か
っ
た
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
、
年
齢
や
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
人
が
使
い
や
す
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い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
用
具
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
境
界
が
な
く
な
る
よ
う
に
健
常
者
が
障

害
者
に
対
す
る
偏
見
を
考
え
、
差
別
意
識
が
な
く
な
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
た
。
障
害
者
と
健
常

者
が
共
に
よ
り
よ
く
生
き
る
こ
と
が
大
切
だ
と
僕
は
思
っ
た
。

　

自
助
具
の
作
品
展
で
は
、
杖
を
つ
い
て
い
る
お
年
寄
り
、
車
椅
子
に
乗
っ
た
若
い
女
性
、
目
の

見
え
な
い
人
、
福
祉
関
係
者
な
ど
、
沢
山
の
人
々
が
観
に
来
て
い
た
。
皆
、
自
分
の
生
活
を
良
く
し
よ
う
と
思
っ

て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
ま
た
、
障
害
者
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
健
常
者
も
い
る
よ

う
だ
っ
た
。

　

二
年
生
の
時
の
総
合
学
習
で
は
、
二
箇
所
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
訪
問
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
は
六
十
五
歳
以

上
の
お
年
寄
り
が
い
た
。
暗
く
元
気
の
な
い
人
、
明
る
く
振
る
舞
い
誰
と
で
も
話
せ
る
人
な
ど
、
様
々
だ
っ
た
。

し
か
し
、
僕
が
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
優
し
く
お
年
寄
り
に
接
し
て
い
た
介
護
士
だ
っ
た
。

お
年
寄
り
の
中
に
は
、悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
が
多
い
そ
う
だ
。そ
の
悩
み
を
解
消
さ
せ
る
人
も
ま
た
介
護
士
だ
っ

た
。
僕
は
、
介
護
士
が
お
年
寄
り
の
体
を
支
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
心
も
そ
っ
と
支
え
て
、
生
き
る
喜
び
を
与
え

て
い
る
の
だ
と
感
じ
た
。

　

現
代
は
、
三
世
代
で
暮
ら
す
家
族
が
減
り
、
核
家
族
が
増
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
お
年
寄
り
の
世
話
が
大
変
だ

か
ら
と
い
う
理
由
が
多
い
。
だ
か
ら
、
老
人
ホ
ー
ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
預
け
る
人
が
増
え
て
い
る
と
僕
に
は

思
え
た
。
お
年
寄
り
の
中
に
は
自
分
が
嫌
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
っ
て
し
ま
う
人
も
い
る
そ
う

だ
。
そ
れ
は
、
お
年
寄
り
に
と
っ
て
辛
く
悲
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。
あ
る
介
護
士
が
こ
ん
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
。「
人
の
優
し
さ
は
お
金
で
は
買
え
な
い
」
誰
に
で
も
優
し
い
心
が
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
あ
と
一
歩
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の
と
こ
ろ
で
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
な
い
人
が
多
い
の

だ
。
僕
た
ち
が
平
和
な
社
会
で
暮
ら
せ
る
の
は
、
今
ま
で

頑
張
っ
て
き
て
く
れ
た
お
年
寄
り
の
お
陰
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
お
年
寄
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
は

当
た
り
前
の
こ
と
な
の
だ
。

　

ま
た
、
障
害
者
に
対
し
て
も
偏
見
の
目
で
見
な
い
で
、

そ
っ
と
近
づ
い
て
手
を
貸
し
て
あ
げ
れ
ば
、
健
常
者
と
の

高
い
大
き
な
壁
を
崩
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

　

障
害
者
に
も
高
齢
者
に
も
、
ま
た
健
常
者
に
も
、
人
権

は
あ
る
。
お
互
い
の
人
権
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、
明
る

い
未
来
に
繋
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
う
。

　

早
く
祖
父
に
僕
の
作
っ
た
靴
下
を
届
け
た
い
。
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僕
は
小
学
校
六
年
生
ま
で
福
岡
県
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
僕
が
体
験
し
た
こ
と
で
す
。
五
年
生
の
こ

ろ
、
僕
の
友
だ
ち
の
Ａ
君
が
、
同
級
生
の
Ｋ
君
の
靴
を
隠
し
た
り
、
か
ら
か
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
し
た
。
最
初
は
僕
も
あ
ま
り
気
に
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
Ｋ
君
の
こ
と
を
「
な
ん
だ
か
か
わ
い
そ
う
」
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
日
僕
は
勇
気
を
だ
し
て
先
生
に
「
Ｋ
君
が
い
じ
め
に
あ
っ
て
い
ま
す
」
と
報
告
し
ま
し
た
。
初
め
先
生
は
、

「
じ
ゃ
れ
合
っ
て
い
る
だ
け
だ
ろ
う
」
と
、「
い
じ
め
」
と
は
思
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
そ
の
後
「
い
じ

め
」
と
分
か
り
、Ａ
君
は
、先
生
に
注
意
さ
れ
、そ
の
日
一
日
は
反
省
し
た
様
子
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

次
の
日
学
校
に
行
く
と
、
い
じ
め
は
前
以
上
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
て
、
蹴
っ
た
り
た
た
い
た
り
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
も
、「
死
ね
」「
う
ざ
い
」「
消
え
ろ
」
な
ど
の
言
葉
が
飛
び
交
う
よ
う
に
な
り
、
そ
ん
な
日
々

法
務
事
務
次
官
賞

浦う
ら

谷た
に

　
毅
た
け
る

徳
島
県
・
三
好
市
立
池
田
中
学
校
　
三
年

い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に
、
今
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が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
六
年
生
に
な
っ
て
も
続
き
ま
し
た
。
僕
は
そ
の
い
じ
め
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
毎
日
、
見
て
見
ぬ

振
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
思
う
と
、
自
分
が
と
て
も
恥
ず
か
し
い
で
す
。
本
当
の
友
達
な
ら
止
め
る
べ
き
な
の

に
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
Ｋ
君
に
声
一
つ
か
け
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
心
の
中

で
は
Ａ
君
に
、「
や
め
ろ
よ
」
と
言
お
う
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
な
ぜ
か
、
勇
気
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
に
い

じ
め
ら
れ
る
の
が
自
分
に
な
る
の
が
恐
く
て
、
言
え
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
日
々
が
続
く
中
、
僕
の
気
持
ち
を
大
き
く
変
え
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
父
の
死
で
す
。
そ
の
と
き

の
こ
と
は
、
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
聞
い
た
と
き
に
は
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
。
最
初

は
信
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
週
間
も
二
週
間
も
学
校
に
行
け
ず
、
た
だ
、
ぼ
ー
っ
と
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
、
徐
々
に
、「
死
」
と
い
う
も
の
の
悲
し
さ
、
つ
ら
さ
、「
死
」
と
い
う
意
味
の

重
さ
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
、「
命
は
一
瞬
に
し
て
消
え
、
二
度
と
戻
っ

て
こ
な
い
も
の
だ
。
だ
か
ら
命
を
大
切
に
、
今
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
深
く
受
け
止
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、周
り
の
子
た
ち
は
、僕
の
よ
う
な
経
験
が
な
い
か
ら
、「
死
ね
」と
か
、軽
々

し
く
言
え
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
、
こ
の
気
持
ち
を
伝
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
。
僕
が
強
く
な
ら
な

く
て
は
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
た
と
き
、
僕
に
は
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
母
の
実
家
が
あ
る
徳

島
へ
の
引
っ
越
し
が
一
週
間
後
に
決
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
落
ち
込
ん
で
い
る
暇
は
無
い
と
思

い
、
学
校
に
行
っ
た
僕
は
Ａ
君
に
言
い
ま
し
た
。「
い
じ
め
な
ん
か
や
め
ろ
よ
。
い
じ
め
た
っ
て
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喜
ぶ
人
は
い
な
い
し
、
悲
し
む
人
が
い
る
だ
け
だ
ろ
。
自
分
だ
っ
て
ほ
ん
と
は
嫌
だ
ろ
。『
死
ね
』

と
か
『
消
え
ろ
』
と
か
言
葉
の
重
さ
を
知
ら
な
い
の
に
、
言
う
な
よ
」
と
言
い
ま
し
た
。
父
親
の

突
然
の
死
、
そ
の
あ
と
僕
が
考
え
た
こ
と
も
伝
え
ま
し
た
。

　

友
だ
ち
は
、
黙
っ
て
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
僕
の
言
葉
に
う
な
ず
い
て
、
そ
の
あ
と
、
Ｋ
君
の

と
こ
ろ
へ
行
き
、「
ご
め
ん
。
言
葉
の
重
さ
も
知
ら
ず
に
言
っ
て
、
本
当
に
ご
め
ん
。
ぜ
っ
た
い
に
死
ね
な
ん
て

こ
と
は
言
わ
な
い
。
そ
し
て
、
い
じ
め
は
絶
対
に
し
な
い
。
ほ
ん
と
う
に
ご
め
ん
」
と
あ
や
ま
り
ま
し
た
。
Ｋ
君

は
と
て
も
優
し
い
笑
顔
で
「
い
い
よ
」
と
一
言
言
い
ま
し
た
。
僕
も
、
Ｋ
君
に
言
い
ま
し
た
。

「
今
ま
で
助
け
て
あ
げ
ら
れ
な
く
て
ご
め
ん
。」

Ｋ
君
は
笑
顔
で
、「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
自
分
の
中
で
も
や
も
や
し
て
い
た
気
持
ち
が
、

ス
ー
っ
と
晴
れ
ま
し
た
。

　

今
も
時
々
耳
に
す
る
暴
言
。
冗
談
半
分
で
言
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
い
つ
、
い
じ
め
に
つ

な
が
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
他
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
で
自
分
の
ス
ト
レ
ス
を
晴
ら
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

関
係
な
い
ふ
り
を
し
よ
う
と
す
る
自
分
が
い
ま
す
。
楽
な
考
え
方
を
す
る
自
分
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、亡
く
な
っ

た
父
の
顔
や
、Ｋ
君
の
優
し
い
笑
顔
を
思
い
出
し
ま
す
。
あ
の
時
の
自
分
の
よ
う
に
強
い
気
持
ち
を
持
と
う
。「
や

め
ろ
よ
」
と
一
言
言
う
。
す
る
と
、
ま
た
気
持
ち
が
ス
ー
っ
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

父
の
分
も
頑
張
っ
て
生
き
抜
こ
う
と
決
め
た
僕
に
と
っ
て
、
正
し
い
こ
と
を
素
直
に
認
め
、
悪
い
こ
と
を
否
定

で
き
る
強
い
意
志
を
持
つ
こ
と
が
目
標
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
命
を
大
切
に
、
今
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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ぼ
く
は
、
今
ま
で
四
つ
の
外
国
に
暮
ら
し
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
た
ち
の
中
で
育
っ
て
き
た
。

　

ま
ず
、
タ
イ
で
生
ま
れ
て
、
タ
イ
人
の
メ
イ
ド
さ
ん
や
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
に
、
い
つ
も
遊
ん
で
も
ら
っ
て
い
た

ら
し
い
。
一
才
に
な
る
と
、
週
一
回
の
体
操
教
室
に
も
通
い
、
タ
イ
人
の
友
達
も
い
た
そ
う
だ
。

　

次
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
初
め
て
ナ
サ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
（
保
育
園
）
に
通
い
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
友
達
と

知
り
合
っ
た
。
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
あ
る
滑
り
台
を
滑
る
順
番
争
い
で
、
い
つ
も
勝
つ
の
は
体
の
大
き
い
金
髪
の
友

達
だ
っ
た
。

　

一
回
目
の
香
港
生
活
で
は
、
英
語
の
幼
稚
園
に
通
っ
た
。
そ
の
時
の
ぼ
く
の
一
番
の
友
達
は
カ
ナ
ダ
人
だ
っ
た
。

彼
と
は
よ
く
ベ
イ
ブ
レ
ー
ド
を
し
て
遊
ん
だ
が
、
父
が
日
本
の
出
張
で
買
っ
て
き
て
く
れ
た
独
楽
や
剣
玉
を
し
て

遊
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。

村む
ら

瀬せ

　
広ひ
ろ

高た
か

香
港
日
本
人
学
校
中
学
部
　
二
年

国
境
を
こ
え
て

海
　
外
　
作
　
品

※	

今
回
は
本
選
へ
の
応
募
と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

　
海
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
作
品
の
う
ち
、一
作
品
を
御
紹
介
し
ま
す
。
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そ
れ
か
ら
イ
ン
ド
で
は
、
日
本
人
学
校
に
通
っ
た
が
、
夏
休
み
に
は
、
毎
年
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
の
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
た
し
、
日
本
人
の
い
な
い
現
地
の
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
に
も
入
り
二
年
間
通
っ
た
。
ま
た
、
イ

ン
ド
の
現
地
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
た
妹
の
ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ド
は
コ
ン
ゴ
人
で
、
そ
の
兄
弟
も
ぼ
く
の
友
達
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
三
年
間
の
日
本
生
活
を
経
て
、
今
ま
た
香
港
に
戻
っ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ぼ
く
は
、
い
ろ
い
ろ
な
国
で
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
た
ち
の
お
世
話
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
国

の
友
達
と
遊
ん
で
育
っ
た
。
肌
が
真
っ
黒
な
友
達
も
、
ゲ
ー
ム
の
話
を
す
れ
ば
す
ぐ
に
仲
良
く
な
れ
た
し
、
髪
が

金
色
の
友
達
も
、
ポ
ケ
モ
ン
の
話
を
す
れ
ば
気
が
合
っ
た
。
ぼ
く
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
英
語
は
う
ま
く
し
ゃ
べ
れ

な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
つ
け
た
で
た
ら
め
英
語
で
も
充
分
に
話
は
通
じ
た
。
だ
か
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
国
の
人
た
ち
の
中
で
、
ぼ
く
が
日
本
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
差
別
さ
れ
た
り
嫌
な
思
い
を
し
た
り
し
た
こ
と

は
な
い
し
、
ぼ
く
も
、
肌
の
色
が
違
う
か
ら
と
か
言
葉
が
通
じ
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
違
う
人
間
だ
と
思
っ

た
こ
と
は
な
い
。
そ
う
、
ぼ
く
は
外
国
人
を
差
別
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

し
か
し
、
本
当
に
ぼ
く
は
、
外
国
人
を
差
別
し
た
こ
と
が
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
外
国
人
を
差
別
し
た
発
言
を
一

度
も
し
た
こ
と
が
な
い
か
と
考
え
る
と
自
信
が
な
い
。

　

例
え
ば
、
香
港
人
に
は
赤
信
号
で
も
平
気
で
渡
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。
そ
れ
を
見
て
、
ぼ
く
は
、

「
香
港
人
は
し
ょ
う
が
な
い
な
。」

と
思
う
。
で
も
よ
く
見
る
と
、
香
港
人
全
員
が
信
号
無
視
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、

世
界
に
は
、
今
で
も
戦
争
を
し
て
い
る
国
が
い
く
つ
も
あ
る
。

「
人
を
傷
つ
け
合
う
な
ん
て
馬
鹿
げ
て
い
る
。」
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と
ぼ
く
は
悲
し
く
な
る
。
で
も
、
そ
れ
も
好
き
で
戦
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
も
思
え
な
い
。
そ
の

人
た
ち
が
そ
う
な
っ
た
の
に
は
、
何
か
き
っ
と
原
因
が
あ
る
は
ず
だ
。

　

逆
に
、
外
国
人
か
ら
見
る
と
、
日
本
人
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

イ
ン
ド
か
ら
日
本
に
帰
国
し
た
時
、
毎
日
ご
み
が
た
く
さ
ん
出
る
こ
と
に
、
ぼ
く
は
と
て
も
驚

い
た
。
イ
ン
ド
の
人
た
ち
が
よ
く
使
う
道
端
に
あ
る
カ
レ
ー
屋
さ
ん
で
は
、
バ
ナ
ナ
の
葉
で
作
っ
た
お
皿
に
カ

レ
ー
を
入
れ
て
く
れ
る
。
食
べ
た
後
、そ
の
お
皿
を
道
に
捨
て
る
と
、の
ら
牛
が
そ
の
葉
っ
ぱ
を
食
べ
る
。
そ
し
て
、

牛
の
ふ
ん
は
燃
料
に
な
る
と
い
う
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
日
本
は
、
ち
ょ
っ
と
歩
く
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
飲
み
物
が

買
え
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
の
お
店
で
は
使
い
捨
て
の
食
器
を
使
い
、
立
派
な
お
菓
子
の
箱
を
開
け
る
と
中
身
が

少
な
く
て
が
っ
か
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
あ
る
時
、
母
が
捨
て
た
ジ
ャ
ム
の
空
き
び
ん
を
、
メ
イ
ド
さ
ん
と
エ
ア

コ
ン
の
修
理
に
き
て
い
た
ワ
ー
カ
ー
さ
ん
と
が
取
り
合
っ
て
、
け
ん
か
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
を
見

て
、
ぼ
く
は
あ
き
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
逆
に
イ
ン
ド
人
か
ら
見
る
と
、
使
い
捨
て
文
化
の
し
み
つ
い
た
日
本
人
は

と
ん
で
も
な
い
人
間
に
み
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
国
に
よ
っ
て
考
え
方
や
行
動
パ
タ
ー
ン
が
違
う
の
は
、
歴
史

的
背
景
や
宗
教
、
習
慣
、
気
候
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
差
別
と
は
、
そ
の
人
の
一
部
し
か
見
て
い
な
い
こ
と
や
、
自
分
の
や
り
方
だ
け
が
正

し
い
と
思
う
こ
と
か
ら
お
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
人
が
自
分
と
は
違
っ
た
行
動
を
と
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
に
は
深
い
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
れ
ば
、
き
っ
と
納
得
で
き
る
と
思
う
。
ぼ
く
も
、
こ
れ
か
ら
は
否

定
的
な
発
言
を
す
る
前
に
、
そ
の
人
た
ち
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
見
て
理
解
す
る
努
力
を
し
て
み
よ
う

と
思
う
。
外
国
と
の
間
に
は
、
自
分
の
国
と
は
違
う
言
葉
や
文
化
と
い
う
壁
が
あ
る
と
み
ん
な
言
う
が
、
そ
こ
に
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あ
る
の
は
、
壁
で
は
な
く
橋
だ
と
ぼ
く
は
思
う
。
理
解

し
合
お
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
き
っ
と
誰
で
も

そ
の
橋
を
渡
っ
て
い
け
る
は
ず
だ
。
気
持
ち
の
国
境
を

こ
え
る
の
に
パ
ス
ポ
ー
ト
は
い
ら
な
い
。
お
互
い
を
理

解
し
合
お
う
と
思
う
気
持
ち
が
一
番
大
切
だ
と
思
う
。

そ
し
て
、
ぼ
く
は
、
こ
れ
か
ら
日
本
人
と
し
て
生
き
る

の
で
は
な
く
、
地
球
人
と
し
て
生
き
て
い
こ
う
と
思
う
。
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法務局・地方法務局名 郵便番号 所　　在　　地 電　　話

金沢地方法務局人権擁護課
920-0024 金沢市西念3-4-1	金沢駅西合同庁舎（平成23年3月11日まで） 076-231-1244

921-8505 金沢市新神田4-3-10	金沢新神田合同庁舎（平成23年3月14日から） 076-292-7804

富山地方法務局人権擁護課 930-0856	 富山市牛島新町11番7号	富山合同庁舎 076-441-6376

大阪法務局人権擁護部 540-8544 大阪市中央区谷町2丁目1番17号大阪第2法務合同庁舎 06-6942-9492

京都地方法務局人権擁護課 602-8577 京都市上京区荒神口通河原町東入上生洲町197番地 075-231-0131

神戸地方法務局人権擁護課 650-0042 神戸市中央区波止場町1番1号神戸第2地方合同庁舎 078-392-1821

奈良地方法務局人権擁護課 630-8305 奈良市東紀寺町3-4-1奈良第2法務総合庁舎 0742-23-5457

大津地方法務局人権擁護課 520-8516 大津市御陵町3番6号	大津法務総合庁舎 077-522-4673

和歌山地方法務局人権擁護課 640-8552 和歌山市二番丁2番地和歌山地方合同庁舎 073-422-5131

広島法務局人権擁護部 730-8536 広島市中区上八丁堀6番30号広島合同庁舎 082-228-5790

山口地方法務局人権擁護課 753-8577 山口市中河原町6番16号山口地方合同庁舎2号館 083-922-2295

岡山地方法務局人権擁護課 700-8616	 岡山市北区南方1丁目3番58号 086-224-5761

鳥取地方法務局人権擁護課 680-0011 鳥取市東町2丁目302番地鳥取第2地方合同庁舎 0857-22-2289

松江地方法務局人権擁護課 690-0886	 松江市母衣町50番地松江法務合同庁舎 0852-32-4260

高松法務局人権擁護部 761-8077 高松市出作町585-4 087-815-5311

徳島地方法務局人権擁護課 770-8512	 徳島市徳島町城内6番地6徳島地方合同庁舎 088-622-4171

高知地方法務局人権擁護課 780-8509 高知市栄田町2丁目2番10号高知よさこい咲都合同庁舎 088-822-3331

松山地方法務局人権擁護課 790-8505	 松山市宮田町188番地6松山地方合同庁舎 089-932-0888

福岡法務局人権擁護部 814-0005 福岡市早良区祖原14-15福岡法務局西新出張所庁舎5階 092-832-4311

佐賀地方法務局人権擁護課 840-0041 佐賀市城内2丁目10番20号佐賀合同庁舎 0952-26-2148

長崎地方法務局人権擁護課 850-8507	 長崎市万才町8番16号 095-826-8127
大分地方法務局人権擁護課 870-8513 大分市荷揚町7番5号	大分法務総合庁舎 097-532-3368

熊本地方法務局人権擁護課 862-0971	 熊本市大江3丁目1番53号熊本第2合同庁舎 096-364-2145

鹿児島地方法務局人権擁護課 890-8518 鹿児島市鴨池新町1番2号 099-259-0684
宮崎地方法務局人権擁護課 880-8513 宮崎市別府町1番1号	宮崎法務総合庁舎 0985-22-5124

那覇地方法務局人権擁護課 900-8544 那覇市樋川1丁目15番15号
那覇第1地方合同庁舎 098-854-1215
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法務局・地方法務局名 郵便番号 所　　在　　地 電　　話

札幌法務局人権擁護部 060-0808	 札幌市北区北8条西2丁目1番1札幌第1合同庁舎 011-709-2311

函館地方法務局人権擁護課 040-8533	 函館市新川町25番18号函館地方合同庁舎 0138-23-9528

旭川地方法務局人権擁護課 078-8502 旭川市宮前通東4155番31旭川合同庁舎 0166-38-1114

釧路地方法務局人権擁護課 085-8522	 釧路市幸町10丁目3番地釧路地方合同庁舎 0154-31-5014

仙台法務局人権擁護部 980-8601 仙台市青葉区春日町7番25号仙台第3法務総合庁舎 022-225-5739

福島地方法務局人権擁護課 960-8021 福島市霞町1番46号	福島合同庁舎 024-534-1994	

山形地方法務局人権擁護課 990-0041 山形市緑町1丁目5番48号山形地方合同庁舎 023-625-1321

盛岡地方法務局人権擁護課 020-0023 盛岡市内丸7番25号	盛岡合同庁舎 019-624-9859
秋田地方法務局人権擁護課 010-0951 秋田市山王7丁目1番3号 018-862-6533

青森地方法務局人権擁護課 030-8511 青森市長島1丁目3番5号青森第二合同庁舎 017-776-9024

東京法務局人権擁護部 102-8225 千代田区九段南1丁目1番15号九段第2合同庁舎 03-5213-1234

横浜地方法務局人権擁護課 231-8411 横浜市中区北仲通5丁目57番地横浜第2合同庁舎 045-641-7926

さいたま地方法務局人権擁護課 338-8513 さいたま市中央区下落合5-12-1さいたま第二法務総合庁舎 048-859-3507

千葉地方法務局人権擁護課 260-8518 千葉市中央区中央港1丁目11番3号千葉地方合同庁舎 043-302-1319

水戸地方法務局人権擁護課 310-0061	 水戸市北見町1番1号水戸地方法務合同庁舎 029-227-9919

宇都宮地方法務局人権擁護課 320-8515	 宇都宮市小幡2丁目1番11号宇都宮地方法務合同庁舎 028-623-0926

前橋地方法務局人権擁護課 371-8535 前橋市大手町2丁目10番5号前橋合同庁舎 027-221-4426

静岡地方法務局人権擁護課 420-8650	 静岡市葵区追手町9番50号静岡地方合同庁舎 054-254-3555

甲府地方法務局人権擁護課 400-8520 甲府市北口1丁目2番19号甲府地方合同庁舎 055-252-7239

長野地方法務局人権擁護課 380-0846 長野市旭町1108番地	長野第2合同庁舎 026-235-6634

新潟地方法務局人権擁護課 951-8504 新潟市中央区西大畑町5191番地新潟地方法務総合庁舎 025-222-1564

名古屋法務局人権擁護部 460-8513 名古屋市中区三の丸2丁目2番1号名古屋合同庁舎第1号館 052-952-8111

津地方法務局人権擁護課 514-8503 津市丸之内26番8号	津合同庁舎 059-228-4193
岐阜地方法務局人権擁護課 500-8729 岐阜市金竜町5丁目13番地 058-245-3181

福井地方法務局人権擁護課 910-8504 福井市春山1丁目1番54号福井春山合同庁舎 0776-22-5090

問合せ先一覧　（法務局・地方法務局）
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世界人権宣言啓発書画
「鳥」
「自由と解放」を表わしたもの			　	
小木太法	書		オタビオ・ロス	画
（財）人権擁護協力会提供
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「いじめ」や暴力行為等は人権侵害です。

法務局・地方法務局では、

人権侵害による被害を受けた方を

救済するための活動を行っています。

お気軽にご相談ください。

女性の人権ホットライン

インターネット人権相談受付窓口

ゼロナナゼロのハートライン

☎0570-070-810

子どもの人権110番
ぜろぜろななのひゃくとおばん

　0120-007-110

パソコンから  http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html
携帯電話から  http://www.jinken.go.jp/soudan/mobile/001.html

インターネット人権相談 検 索
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